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◇大学院総合リハビリテーション学研究科の概要 

 

■教育理念・目的 

人々の健康と生活の質の向上に貢献しうる、より高い資質を持った医療専門職者の育成、並びに生命の尊さと人の尊厳

を重んじることを基本理念とします。この基本理念のもとで、高い倫理観を持ち、予防から治療、回復、社会参加に至る

総合的なリハビリテーションに関する教育・研究を実践し、保健・医療・福祉の発展・向上に貢献できる人材を育成しま

す。 

 

Ẽ研究領域の構成 

理学療法学及び作業療法学は、主として身体や精神に様々な障がいを受けた人々が、再び社会生活に参加するための、

総合的な治療体系を指すものであり、それは単に機能回復にとどまらず、職業への復帰、社会への参加も含まれる学問体

系です。一方、栄養療法学は、食品を摂取し体内で利用する全ての過程における生体と食物の相互作用を研究し、このよ

うな栄養現象を解明して、それを食生活や医療の場に応用し、健康の維持増進や回復を図る学問体系です。 

これらの考えから、身体・精神面からのアプローチ、生活や社会面からのアプローチ、そして内部環境を整える栄養面

からのアプローチをひとつの教育研究体系として連携させることにより、従来にない総合的な実践能力及び研究能力を身

につけた人材の育成を図るため、博士前期課程及び博士後期課程のそれぞれにおいて完結性をもたせた教育を行いつつ、

大学院における一貫した教育を行う総合リハビリテーション学専攻の１専攻で構成しています。 

本専攻は、身体的・精神的な障がいの回復を支援するための領域、社会的な環境整備等マクロの視点を含めて障がい者

や高齢者の生活と社会への参加を支援するための領域、心身の回復力を栄養学の立場から、すなわち体内の側から支援す

る領域の３領域から構成し、これら３領域をそれぞれ「臨床支援系領域」、「生活機能・社会参加支援系領域」、「栄養支援

系領域」と称して、博士前期・後期課程の教育研究を行います。 

 

■研究科の概要 

 

 

                   

 

■入学から修了・就職までのイメージ（代表例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 臨床支援系領域 生活機能・社会参加支援系領域 栄養支援系領域 

 

博 士 前 期 課 程 

学位名称 修士（保健学） 

入学定員 15名 

ʩ運動機能回復学 

ʩ運動制御学 

ʩ高次脳機能障害学 

ʩ精神・行動障害学 

ʩ神経解剖学 

ʩ認知行動生理学 

ʩ生活機能支援学 

ʩ生活環境支援学 

ʩ社会参加支援学 

ʩ発達期生活機能学 

ʩ高齢期生活機能学 

ʩ生活機能学 

ʩ食品科学 

ʩ栄養生化学 

ʩ分子栄養学 

ʩ人間栄養学 

ʩ病態栄養学 

ʩ口腔保健学 

ʩ運動機能再建学 

ʩ食保健学 

ʩ保健栄養学 

 

博 士 後 期 課 程 

学位名称 博士（保健学） 

入学定員 5 名 

 

他大学
修士課程等

医療系資格を有する社会人
●理学療法士
●作業療法士
●管理栄養士等

四年制大学等
博士後期課程

博士前期課程

研究機関

教育機関

医療機関

企業等

入学後は社会人として勤務しながら、

大学院生として学ぶことができます。

研  究  領  域 
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◇博士前期課程概要 

 

■入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

 本研究科は、人々の健康と生活の質の向上に貢献するより高い資質をもった医療専門職者の育成並びに生命の尊さと人

の尊厳を重んじることを理念として、予防から治療、回復、社会参加に至る総合的なリハビリテーションに関する深い探

求心と洞察力を備え、相互の信頼と協働の重要性を理解し、責任ある判断、行動ができる豊かな人間性並びに専門性を有

する高度専門職業人並びに研究者の育成を目指しています。 

 このような理念と目標を達成するため、総合リハビリテーション学専攻博士前期課程では、次のような資質と能力、意

欲をもった学生を求めています。 

１ 疾病の予防や治療から障害の軽減、さらに主に障がい児・者や高齢者の地域での自立生活や社会参加の支援等に至

る、広範囲で総合的なリハビリテーションの展開に貢献しようという意欲をもった人 

２ 医療及び地域の実践場面における問題発見能力や問題解決能力をはじめ、実践研究の計画、情報処理、ディスカッ

ション、プレゼンテーション等の各々の能力を高め、高度専門職業人並びに実践研究者としての資質を高めたいと

いう姿勢と熱意をもった人 

３ 高い倫理観と豊かな人間性をもった人 

 

以上に基づき、次の１～３の能力や適性を身につけた学生を選抜します。 

 

１ 総合的なリハビリテーション学の知識を備えていること 

２ 研究に対する意欲と具体的な展望を持ち、円滑な研究指導のために必要な論理的思考を有すること 

３ 高い倫理観と豊かな人間性を有すること 

 

■特色 

【高度専門職業人の養成】  

保健・医療・福祉の各分野のリーダーとして、新しい社会ニーズに応えて活躍できる高度専門職業人を養成します。  

【科目の複合履修の実施】  

対象者の予防から治療・回復・社会参加を総合的に学習させるために、専門領域を超えた科目履修を実施します。  

 

■教育目的 

 総合的なリハビリテーションに関する深い探求心と洞察力を備え、相互の信頼と協働の重要性を理解し、責任ある判

断、行動のできる豊かな人間性並びに専門性を有する人材を育成します。 

 

■教育目標  

1. 人体の構造と機能に関する最新の知識を学ばせ、身体運動機能、高次脳機能、精神機能に関するリハビリテーショ

ンの高度な研究能力を養います。 

2. 地域保健における疫学の高度な知識を学ばせるとともに、リハビリテーションにおける生活機能・生活環境ならび

に社会参加支援の発展的な研究能力を養います。  

3. 栄養改善、傷病者の栄養的支援に必要な基礎から臨床に至る高度な知識と研究能力を養います。  

4. 高い倫理観を持って、最先端の総合リハビリテーション学研究に必要な情報の収集・活用能力を養います。  

5. 最先端の研究を理解する能力の向上および国際レベルの研究能力の向上をめざします。  
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■カリキュラム概要（博士前期課程） 

 

 授業科目の名称 
単位数 

必修 選択 

共
通
教
育
科
目 

研究公正Ａ 1   

Academic Writing Ａ     2 

国際環境学特論   2 

国際環境活動特別演習   2 

環境コミュニケーション特論    2 

イノベーション創出型研究者養成   2 

基礎科目 
総合リハビリテーション学基礎特論 A 1   

総合リハビリテーション学基礎特論 B   1 

臨
床
支
援
系
領
域
科
目 

運動機能回復学特論 A   1 

運動機能回復学特論 B   1 

運動制御学特論   1 

高次脳機能障害学特論 A   1 

高次脳機能障害学特論 B   1 

精神･行動障害学特論A   1 

精神･行動障害学特論B   1 

神経解剖学特論   1 

認知行動生理学持論  1 

臨床支援特別演習 A   2 

臨床支援特別演習 B   2 

臨床支援特別演習 C   2 

生
活
機
能
・
社
会
参
加 

支
援
系
領
域
科
目 

生活機能支援学特論   1 

生活環境支援学特論 A   1 

生活環境支援学特論 B   1 

社会参加支援学特論   1 

発達期生活機能学特論   1 

高齢期生活機能学特論   1 

生活機能・社会参加支援特別演習 A   2 

生活機能・社会参加支援特別演習 B   2 

生活機能・社会参加支援特別演習 C   2 

栄
養
支
援
系
領
域
科
目 

食品科学特論 A   1 

食品科学特論 B   1 

栄養生化学特論   1 

分子栄養学特論  1 

人間栄養学特論 A   1 

人間栄養学特論 B   1 

病態栄養学特論   1 

口腔保健学特論   1 

運動機能再建学持論  2 

食保健学持論  1 

保健栄養学持論  1 

栄養支援特別演習 A   2 

栄養支援特別演習 B   2 

栄養支援特別演習 C   2 

特
定
講
義
科
目 

特定講義 A   1 

特定講義 B   1 

特定講義 C   1 

特定講義 D   1 

特定講義 E   1 

特定講義 F   1 

総合リハビリテーション学特別研究 ⅠA 2   

総合リハビリテーション学特別研究 ⅠB 2   

総合リハビリテーション学特別研究 ⅡA 2   

総合リハビリテーション学特別研究 ⅡB 2   
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◇博士後期課程概要 

 

■入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

 本研究科は、人々の健康と生活の質の向上に貢献するより高い資質をもった医療専門識者の育成並びに生命の尊さと人

の尊厳を重んじることを理念として、予防から治療、回復、社会参加に至る総合的なリハビリテーションに関する深い探

求心と洞察力を備え、 相互の信頼と協働の重要性を理解し、責任ある判断、行動ができる豊かな人間性並びに専門性を

有する教育者・研究者の育成をめざしています。 

 このような理念と目標を達成するため、総合リハビリテーション学専攻博士後期課程では、次のような資質と能力、意

欲をもった学生を求めています。 

１ 保健・医療領域において高度の知識や技術を有し、なおかつ総合リハビリテーション学領域において、更なる探究

心を備えている人 

２ 将来、総合リハビリテーション学領域の教育者、研究者として、地域社会および国際社会において、自立してリハ

ビリテーションの実践及び総合リハビリテーション学の発展に貢献する熱意をもった人 

３ 高い倫理観と豊かな人間性をもった人 

 

以上に基づき、次の１～４の能力や適性を身につけた学生を選抜します。 

 

1 博士前期課程で身につけた、専門領域の研究内容を高い水準で理解し、かつ分析手法を修得していること 

２ 提出された修士学位論文の概要、研究計画書および面接試験において、研究テーマの学術的発展性を見抜く洞察力

を示すとともに、論理的に説明表現できていること 

３ 将来、総合リハビリテーション学領域の教育者、研究者として、地域社会および国際社会において、自立してリハ

ビリテーションの実践および総合リハビリテーション学の発展に貢献する熱意を有すること 

４ 高い倫理観と豊かな人間性を有すること 

 

■特色 

【実践研究者の養成】  

リハビリテーションの分野においては、臨床場面の実際の問題を解決していくことは極めて重要です。本研究科では、

医療および地域の実践場面における諸問題を発見し、それらを解決できる実践研究者を養成します。  

【段階的に研究能力を向上させるカリキュラム】  

研究に必要な基礎的な能力を養成するために、２回の中間報告会を実施し段階的に大学院生の能力が向上することを目

指します。  

【集団的な指導体制】  

主指導教員を中心に複数の教員が、学生の研究目的、能力、適正に合わせ、履修指導を行うとともに、教員が連携し、

集団的な指導体制の下での研究指導を行います。  

 

■教育目的 

 研究活動により重点をおいた教育を行い、総合リハビリテーション学領域における高度な知識や技術を持ち、総合的な

視野や深い洞察力、独創性や自立して研究を行いうる能力を身につけ、高い倫理観と豊かな人間性と深い教養を備えた人

材を育成します。 

 

■教育目標 

１． 身体機能と精神機能の 2 つのリハビリテーションの視点から、人体の構造、機能、活動に関わる研究を実施する能

力を養います。  

２． 個人の健康の維持増進を含むリハビリテーション・アプローチに加えて、社会的障壁の除去や軽減を積極的に行

い、個人の生活機能の維持増進と社会参加を促進支援するための研究を実施する能力を養います。  

３． リハビリテーションとの整合性をもって、栄養に関わる一連の生命現象を解明するための研究を実施する能力を養

います。 

４． 高い倫理観を持って、専門分野における高度な研究課題に取り組む能力を養います。 
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■カリキュラム概要（博士後期課程） 

 

 

 

 

 

 

 授業科目の名称 
単位数 

必修 選択 

共
通
教
育
科
目 

研究公正Ｂ 1   

イノベーション創出型研究者養成Ⅰ   2 

イノベーション創出型研究者養成ⅡA～ⅡH   各１  

イノベーション創出型研究者養成Ⅲ   2 

イノベーション創出型研究者養成Ⅳ   2 

臨
床
支
援
系
領
域
科
目 

運動機能回復学特別講義   1 

運動制御学特別講義   1 

高次脳機能障害学特別講義   1 

精神･行動障害学特別講義   1 

神経解剖学特別講義   1 

認知行動生理学特別講義   1 

生
活
機
能
・

社
会
参
加 

支
援
系
領
域

科
目 

生活機能支援学特別講義   1 

生活環境支援学特別講義   1 

社会参加支援学特別講義   1 

生活機能学特別講義   1 

栄
養
支
援
系 

領
域
科
目 

食品科学特別講義   1 

栄養生化学特別講義   1 

分子栄養学特別講義  1 

人間栄養学特別講義   1 

病態栄養学特別講義   1 

口腔保健学特別講義   1 

運動機能再建学特別講義  1 

食保健学特別講義  1 

保健栄養学特別講義  1 

総合リハビリテーション学特別演習Ⅰ 2   

総合リハビリテーション学特別演習Ⅱ 2   

総合リハビリテーション学特別研究ⅢA 2   

総合リハビリテーション学特別研究ⅢB 2   

総合リハビリテーション学特別研究ⅣA 2   

総合リハビリテーション学特別研究ⅣB 2   

総合リハビリテーション学特別研究ⅤA 2   

総合リハビリテーション学特別研究ⅤB 2   
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◇教員紹介 

 

■総合リハビリテーション学研究科 臨床支援系領域 

臨床現場の課題に学際的に挑む。 臨床的色彩の強い分野を統合し、身体機能と精神機能の 2つのリハビリテーションの視点から、

人体の構造、機能、活動のレベルを研究する領域です。基礎から臨床にわたる学問体系の知見を学際的な手法を総動員して研究する

ことにより、従来型の方法論にとらわれない、新たなリハビリテーションの推進に取り組みます。 

 

氏名 職名 主な研究分野 

石井 良平 教授 精神医学、臨床神経生理学 

岩田 晃 教授 運動器理学療法学、スポーツ科学 

内藤 泰男 教授 事象関連電位、高次脳機能障害の作業療法 

平岡 浩一 教授 姿勢制御・運動制御・運動学習・神経系理学療法 

淵岡 聡 教授 運動器障害理学療法，運動療法 

宮井 和政 教授 神経可塑性、内臓感覚伝達機構 

大西 久男 准教授 心理測定、後天性脳損傷者（特に、遷延性意識障害者）とその家族の支援 

田中 宏明 講師 統合失調症の認知機能 内受容感覚 

田中 寛之 講師 認知症、高次脳機能障害、老年期作業療法 
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■総合リハビリテーション学研究科 臨床支援系領域 

石井 良平 教授 

 

１．主な研究内容について 

精神神経疾患に対する脳波、脳磁図、ニューロモデュレーションの臨床応用を研究しています。これらの手法を作業療法・理

学療法の効果判定・予測・増強に応用できればと考えています。 

 

２．主な共同研究先 

 大阪大学精神科・脳神経外科・高等共創研究院・薬学部、関西医科大学精神神経科、奈良学園大学保健医療学部、国立精神・神

経医療研究センター、市立芦屋病院、田辺三菱製薬、PGV株式会社、ラ・ラグーナ大学（スペイン） 

 

３．今まで指導した論文名 

＜博士論文＞  

『Functional connectivity assessed by resting state EEG correlates with cognitive decline of Alzheimer's disease -  An eLORETA study.』 

『Association of cerebrospinal fluid tap-related oscillatory activity and shunt outcome in idiopathic normal-pressure hydrocephalus.』 

『EEG and Neuronal Activity Topography analysis can predict effectiveness of shunt operation in idiopathic normal pressure 

hydrocephalus patients.』 

 

４．主な論文 

・EEG connectivity as the possible endophenotype in adult ADHD. Ishii R, Naito Y. Clin Neurophysiol. 131(3)750-751, 2020. 

・Automated Source Estimation of Scalp EEG Epileptic Activity Using eLORETA Kurtosis Analysis. Ikeda S, Ishii R, Pascual-Marqui 

RD, et al. Neuropsychobiology. 77(2):101-109, 2019 

・Short- term meditation modulates EEG activity in subjects with post- traumatic residual disabilities. Hata M, Hayashi N, Ishii R, et al. 

Clin Neurophysiol Pract. 4:30-36, 2019. 

・EEG Resting-State Networks in Dementia with Lewy Bodies Associated with Clinical Symptoms. Aoki Y, Kazui H, Pascal-Marqui RD, 

Ishii R, et al. Neuropsychobiology. 77(4):206-218, 2019. 

・EEG Resting-State Networks Responsible for Gait Disturbance Features in Idiopathic Normal Pressure Hydrocephalus. Aoki Y, Kazui 

H, Pascual-Marqui RD, Ishii R, et al. Clin EEG Neurosci. 50(3):210-218, 2019. 

・A Novel Palliativ e Care Approach Using Virtual Reality for Improving Various Symptoms of Terminal Cancer Patients: A Preliminary 

Prospective, Multicenter Study. Niki K, Okamoto Y, Maeda I, Mori I, Ishii R, et al. J Palliat Med. doi: 10.1089/jpm.2018.0527, 2019. 

・Validation of a Short-Term, Objective, Prognostic Predictive Method for Terminal Cancer Patients in a Palliative Care Unit Using 

a Combination of Six Laboratory Test Items. Niki K, Okamoto Y, Matano Y, Ishii R, et al. J Palliat Med. doi: 10.1089/jpm.2018.0422, 

2019. 

 

５．現在の指導している大学院生数 

D1：１名，D3：２名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

自ら課題を見つけて研究をデザインし、データを集めて解析し、英語で発表するという過程をサポートします。将来的に研究・

教育に携わっていきたいと考えている方だけではなく、臨床で頑張っていきたいという方々、「研究に没頭する」という若いう

ちにしかできない体験を今のうちにしておきたいという方々こそぜひ気軽にご相談ください。 
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■総合リハビリテーション学研究科 臨床支援系領域 

岩田 晃 教授 

 

１．主な研究内容について  

ラットを用いた基礎研究から，スポーツ選手のリハビリテーションに至るまで，運動パフォーマンスの向上を目的とした研究

に取り組んでいます。基礎研究では，筋損傷後の動作，筋力，組織の再生や回復の順序や特性を明らかにし，筋損傷後の効果的な

リハビリテーションについて検討を行ってきました。 

 近年は，高齢者や整形外科術後患者の歩行機能の向上を目的とした研究に取り組み，四肢や体幹の運動速度の重要性や，転倒

との関連を明らかにしました。また，体幹の運動速度を向上させるトレーニングによって，歩行機能の向上が認められることが

明らかになってきました。 

現在は，運動速度トレーニングの有用性に着目し，スポーツ選手から高齢者まで幅広い対象者に対して，様々な介入研究を進

めています。さらに，企業との共同研究によって，より効果的な介入方法やプロダクトの開発に取り組んでいます。 

 

２．主な共同研究先 

ミズノ株式会社，大阪府立急性期総合医療センター，島田病院，大阪労災病院 

 

３．今まで指導した学位論文名 

<博士論文> 

2017年度 『Immediate effects of quick trunk exercises performed in a seated position on sit- to-stand movement in children with 

spastic CP』 

2019年度 『The importance of movement velocity on gait speed and the effects of movement velocity training for older adults in g 

eriatric health services facilities』 

<修士論文> 

2016年度 『入院血液透析患者の特徴と運動の即時効果に関する研究』  

2016年度 『高速度で行うウォーミングアップのチェストパス，シュートに与える影響について』 

2017年度 『腰椎骨盤帯の動的安定性評価方法の構築』 

2017年度 『変形性膝関節症および人工膝関節全置換術術後患者の歩行動的安定性に関する研究』 

2018年度 『人工股関節全置換術後患者に対する高速度体幹運動が歩行能力に与える影響』 

2018年度 『他動運動および筋収縮が下肢の静脈血流速度に与える影響について』 

2019年度 『足関節自動運動における静脈血流速度増加のメカニズムの解明』 

2019年度 『加齢が運動課題時のメンタルエフォートに及ぼす影響―瞳孔径を評価指標に用いてー』 

2019年度 『人工膝関節全置換術後患者における降段動作の難しさとその身体的要因の検討』 

 

４．主な論文 

・Sano Y, Iwata A (correspondinig author)，Wanaka H, et al.: An easy and safe training method for trunk function improves 

mobility in total knee arthroplasty patients: A quasi - randomized controlled trial., PLoS One 13(10): e0204884, 2018. 

・Iwata A，Higuchi Y，Sano Y，et al.: Movement velocity is a sensitive risk factor of falls in high functioning older adults , Journal 

of the American Geriatrics Society, 62(8), 1595-1596, 2014. 

・Iwata A，Higuchi Y，Sano Y，et al.: Maximum movement velocity of the upper limbs reflects maximum gait speed in 

community-dwelling adults aged older than 60 years, Geriatrics & Gerontology International, 14(4), 886-891, 2014. 

・Iwata A，Higuchi Y，Kimura D，et al.: Quick lateral movements of the trunk in a seated position reflect mobility and activities of 

daily living (ADL) function in frail elde rly individuals ，Archives of Gerontology and Geriatrics，56(3)，482-486，2013. 

・Iwata A，Fuchioka S，Hiraoka K，Masuhara M，Kami K.: Characteristics of locomotion, muscle strength, and muscle tissue in 

regenerating rat skeletal muscles，Muscle and Nerve，41(5)，694-701，2010. 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M1：4名，M2：2名，D1：0名，D2：0名，D3：2名 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

歩行，走行，ジャンプ，投球など，運動パフォーマンスの向上に興味のある方で，一生懸命，研究に取り組んでいこうと考える

方をお待ちしています。 
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■総合リハビリテーション学研究科 臨床支援系領域 

内藤 泰男 教授 

  

１．主な研究内容について 

高次脳機能障害がもたらす日常生活活動における障害、特に復職に関しての評価に関心を持っています。その評価手技として

は、これまでの作業療法で用いられることが多かった行動観察や神経心理学的検査法に加えて、神経生理学的手法（事象関連電

位）を用いています。何故、神経生理学的手法を用いているかの理由は、2点あります。第 1 にこの手法は 1960年代に開発され

た旧い手法ですが、既に多くの研究者に用いられ知見が蓄積されていること、第２に臨床で簡便に課題を遂行している対象者の

脳機能評価を行うことが出来るからです。つまり作業療法の臨床において、作業中(特に刺激を鑑別する段階)の脳の情報処理過程

に関して、比較的簡便に信頼性のある評価をすることが出来るのです。 

いろいろなテーマに取り組んできましたが、どちらかといえば応用的な（日常生活と関係の深い）テーマが好きです。これまで

には、高次脳機能障害がある頭部外傷者の復職に関する評価、パーキンソン病患者の上肢動作と視覚刺激の質との関係などをテ

ーマに研究を行ってきました。 

今後、高次脳機能障害をひろく捉え、情報処理の観点から作業の治療手段としての有効性を見出したいと考えています。 

 

２．主な共同研究先 

大阪大学 

 

３．今まで指導した学位論文名 

<修士論文> 

『パーキンソン病の行為障害における失行的要因の関与』 

『アルツハイマー型認知症患者の上肢操作における予測的戦略の検討』 

『自己の手と他者の手の類似度による視覚的情報処理の違いについての検討Ӈ事象関連電位 P300を用いてӇ』 

＜博士論文＞ 

『Relationship between severity and finger dexterity in Alzheimer’s disease patients. –Analysis of the motor strategy of reaching 

movements−』 

 

４．主な論文 

・Y. Naito，M. Yamaguchi，H. Ando：Assessment of Traumatic Brain Injury Patients by WAIS-R,P300,and Performance on Oddball 

Task Kobe Journal of Medical Sciences，Vol.51,No.5，95-105，2005 

・山口三千夫，内藤泰男，石川健二，関啓子，安藤啓司：事象関連電位測定による外傷性脳障害判定の試み，西宮医師会医学雑

誌，第 12巻，50-53，2007 

・内藤泰男，牟田博行，細本愛子，戸松好恵，高畑進一：パーキンソン病患者の上肢動作と視覚刺激の質との関係，大阪作業療法

ジャーナル，第20巻 2号，53-55，2007 

・内藤泰男，牟田博行，細本愛子，戸松好恵，高畑進一：パーキンソン病患者の上肢動作と視覚刺激の質との関係(第２報)，大阪

作業療法ジャーナル，第21巻 2号，75-78，2008 

・・Makoto Matsushita，Kohkichi Hosoda，Yasuo Naito，Haruo Yamashita，Eiji Kohmura：Utility of diffusion tensor imaging in the 

acute stage of mild to moderate traumatic brain injury for detecting white matter lesions and predicting long - term cognitive function 

in adults.，Journal of Neurosurgery，115 (1),130-139，2011 

・Ishikawa K.，Yamaguchi M.，Naito Y.，Ando H.：Relationship between Hand Deftness and Cognitive Function -  Utility of e vent-

related potentials upon MCI detection and relationship between visual memory and upper-extremity movement capability-，Bulletin 

of Health Sciences Kobe，27，9-17，2011 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M1：0名、M2：4名、D1：0名、D2：1名、D3：６名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

研究テーマは、基本的にご自身で決めていただきます。ですので、あらかじめ、自分の取り組みたい研究テーマを具体的にする

必要があります。資格は特に問いませんので、研究内容に関心のある方は、事前にご相談ください。 
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■総合リハビリテーション学研究科 臨床支援系領域 

平岡 浩一 教授 

１．主な研究内容について 

誘発筋電図や誘発脳波、経頭蓋磁気刺激、H 反射などの神経生理学的手法を用いて、中枢神経疾患ならびに健常者における運

動制御を研究しています。最近では姿勢制御、歩行開始時の予測的姿勢制御、小脳による運動制御、眼球運動と上肢運動制御の

協応、肢節間協調制御などに関する研究を行っています（詳しくはホームページ参照 https://motorcontrol.web.fc2.com/）。平岡研

究室では、できる限り厳密な手法に従って実験を行い、国際誌への掲載を狙える高度な研究成果の生成を狙います。大学院生は

これらの研究活動を主たる研究者として展開することにより、高度な研究スキルとスタイルを身につけます。院生はそれまでの

自分の研究体験とはかなり異なる平岡研究室独自の研究プロセスを体験することになると思います。大学院修了後は、大学院で

の研究生活を通して身につけた研究手法・スタイルを活かし、独自の研究テーマを設定して独立して研究していくことが最終目

標になります。  

 

２．主な共同研究先 

なし 

３．最近指導した学位論文 

<博士論文> 

2016 年度：『Interhemispheric inhibition between the primary sensory and contralateral primary motor cortices』 

2015年度：『The effect of tonic contraction of one hand muscle on motor area of tonically contracting another hand muscle』 

<修士論文> 

2019年度：『非標的運動と標的運動における直前課題追従効果』 

2018年度：『central setが外乱姿勢制御に与える影響』 

2017年度：『リズム合図の呈示視野が polyrhythm 両側性運動に及ぼす影響』 

４．主な論文 

・Hiraoka, K., Ito, S., Lutton, M., Nakano, M., & Yonei, N. (2020). Long-term practice of isolated finger movements reduces enslaved 

response of tonically contracting little finger abductor to tonic index finger abduction. Experimental Brain Research, 238(2), 499-

512. 

・Hiraoka, K., Kinoshita, A., Kunimura, H., Matsuoka, M., & Hamada, N. (2017). Postural perturbation does not reset stepping 

rhythm in humans, but brief intermission does. Experimental Brain Research, 235(12), 3561-3572. 

・Mizusawa H, Jono Y, Iwata Y, Kinoshita A, Hiraoka K. (2017) Processes of anticipatory postural adjustment and step movement of 

gait initiation. Human Movement Science. 52:1-16. 

・Iwata Y, Jono Y, Mizusawa H, Kinoshita A, Hiraoka K. (2016) Interhemispheric inhibition induced by transcranial magnetic 

stimulation over primary sensory cortex. Frontiers in Human Neuroscience. 10:438. 

・Jono Y, Iwata Y, Mizusawa H, Hiraoka K. (2016) Change in Excitability of Corticospinal Pathway and GABA-Mediated Inhibitory 

Circuits of Primary Motor Cortex Induced by Contraction of Adjacent Hand Muscle. Brain Topography 29(6):834-846. 

・Okada, Y., Fukumoto, T., Takatori, K., Nagino, K., Hiraoka, K. (2011). Abnormalities of the first three steps of gait initiation in 

patients with Parkinson's disease with freezing of gait. Parkinson's Disease, 2011. 

・Yoshimura A.，Matsugi A.，Ezaki Y.，Nakagaki K.，Hiraoka K. (2010). Blind humans rely on muscle sense more than normally 

sighted humans for guiding goal-directed movement.，Neuroscience Letters，471，171-174. 

５．現在指導している大学院生数 

M1：1名、M2：4名、D1：１名 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

国際水準の運動制御研究に参加し、将来自分の分野にそれを活かして高度な研究を展開したいという、高い志のある方の入学

をお待ちしています。full - timeの院生および主に社会人を対象とした part- timeの院生を受け入れています。私どもの研究室に

関心のある方はまずはメールにてご相談ください。大多数の院生は健常者を対象に運動制御の研究をしていますが、臨床研究を

希望する方も受け入れています。臨床研究の場合、実際に研究ができる環境があるかどうかもポイントになりますので、ご希望

がある場合は研究環境を聞かせていただきながらどんな指導・研究体制が適切か検討させていただきます。 
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■総合リハビリテーション学研究科 臨床支援系領域 

淵岡 聡 教授 

 

１．主な研究内容について 

・運動機能回復学講座 

医学的リハビリテーションの中核をなす理学療法学分野において、最も中心となる治療技術と理論の体系が運動療法学です。 

運動機能回復学講座では、運動療法学を研究分野の中心に据え、身体運動機能障害の評価と治療ならびに予防に資することを

目的に研究を行っています。具体的には、筋力増強運動や伸張運動における筋の機能的変化、関節疾患や加齢による運動機能

低下とその回復手段の開発、歩行能力向上や転倒予防について、特に重心移動速度に着目した研究活動を行っています。 

 

２．主な共同研究先 

大阪急性期・総合医療センター，大阪大学医学部附属病院 

 

３．今まで指導した学位論文名（2015年度以降） 

  <修士論文> 

2015年度：『腰椎固定術後の座位重心動揺と歩行能力との関連について』 

2016年度：『ステップ長またはケイデンスの増大による歩行速度増大における股関節屈曲と足関節底屈の運動力学的比率の検証』 

2017年度：『下肢筋の筋力発生率と外乱刺激時の前方ステップ動作の関連』 

2018年度：『健常成人における歩行速度での身体活動強度の評価について-軽度脳性麻痺児のより適切なホームエクササイズの確立にむけて-』 

2019年度：『呼気負荷課題時の深層体幹筋活動量と運動パフォーマンスとの関連性についての検討』 

『術後早期の人工膝関節全置換術患者に対する固有感覚刺激を用いた介入効果の検討』 

 

４．主な論文・著書 

・S Fuchioka, A Iwata, Y Higuchi, et al. A modified seated side tapping test in which the arms are crossed also refrects gait function 

in community-dwelling elderly. J. Phys. Ther. Sci, 29: 1598-1602, 2017  

・淵岡聡，岩田晃：運動器の運動療法とは．小柳磨毅ほか編：運動器の運動療法，医学書院，12-13, 22-27, 2017 

・淵岡聡ほか編著：今日の理学療法指針，医学書院，2015 

・Fuchioka S, Iwata A, Higuchi Y, et al. The forward velocity of the center of pressure in the mid -foot is a major predictor of gait 

speed in older adults. International Journal of Gerontology, 9(2):119-122, 2015 

・淵岡聡：頚椎疾患と腰部脊柱管狭窄症の理学療法. 小柳磨毅ほか編：骨関節理学療法学，医学書院，201-222, 2013 

・H Kawamura，S Fuchioka，et al.：Restoring Normal Gait after Limb Salvage Procedures in Malignant Bone Tumours of The Knee. 

Scandinavian Journal of Rehabilitation Medicine, 31(2): 77-81, 1999 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M1：3名、M2：1名、D1：1名、D2：1名、D3：２名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

(1) 運動器疾患の理学療法臨床における「印象」や「疑問」の科学的解明・解決にじっくりと取り組む意欲と時間のある方、 

(2) 運動器障害の成因究明やその解決策に役立つ基礎的研究、運動器の機能障害の解析的研究に興味がある方、を希望します。 
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■総合リハビリテーション学研究科 臨床支援系領域 

 

宮井 和政 教授 

 

１．主な研究内容について 

実験動物（主にマウス）を用いた神経解剖学的・生理学的・行動学的実験手法により、以下のテーマで神経科学に関する基礎研

究を行っています。 

１）シナプス新生を活性化するメカニズムの解明とニューロリハビリテーションへの応用 

成熟期の神経系でもシナプスは刺激に応じて新生と消失を活発に繰り返しています。我々が海馬で発見したシナプス新生

を促進するシグナル経路を活性化することで神経機能を再建できるかどうかを検討し、神経細胞を興奮させることなくシナ

プスを新生させることで運動機能障害および高次脳機能障害からの回復を効果的に促進する新たなニューロリハビリテーシ

ョン法の樹立を目指しています。 

２）尿路系・消化器系の内臓感覚伝達機構の解明と内臓知覚過敏緩和への応用 

膀胱や消化管の粘膜上皮は、膨張すると ATP を分泌して伸展感覚を中枢神経に伝達し、尿意や便意、内蔵痛などの内臓感

覚の知覚に寄与しています。この ATP 分泌機構を調節するシグナル経路を解明することで、尿路系・消化器系の機能性疾患

（過活動膀胱・過敏性腸症候群など）に伴う内臓知覚過敏（尿意切迫感・慢性腹痛など）を改善する可能性を検討しています。 

 

２．主な共同研究先 

 大阪大学大学院医学系研究科（神経細胞生物学講座）、秋田大学大学院医学系研究科（器官・統合生理学講座） 

 

３．今まで指導した学位論文名 

 <修士論文> 

2019年度：『Na/K ポンプ活性の調節による樹状突起スパイン新生が記憶・運動学習に与える影響』 

 

４．主な論文 

・松本-宮井和政，河谷正仁：セロトニン受容体による排尿機能制御，腎臓内科・泌尿器科，6，159-164，2017 

・Matsumoto-Miyai K.，Yamada E.．Shinzawa E.，Koyama Y.，Shimada S.，Yoshizumi M.，Kawatani M.： Serotonergic 

regulation of distention- induced ATP release from the urothelium，American Journal of Physiology Renal Physiology，310，

F646-F655，2016 

・Takezawa K.，Kondo M.，Kiuchi H.，Ueda N.，Soda T.，Fukuhara S.，Takao T.，Miyagawa Y.，Tsujimura A.，Matsumoto-

Miyai K.，Ishida Y.，Negoro H.，Ogawa O.，Nonomura N.，Shimada S.：Authentic role of ATP signaling in micturition 

reflex，Scientific Reports，6，19585，2016 

・Matsumoto-Miyai K.，Yoshizumi M.，Kawatani M.：Regulatory effects of 5-hydroxytryptamine receptors on voiding function，

Advances in Therapy，32，S3-S15，2015 

・Sonderegger P.，Matsumoto-Miyai K.：Activity -controlled proteolytic cleavage at the synapse，Trends in Neurosciences，37，

413-423，2014 

・Matsumoto-Miyai K.，Sokolowska E.，Zurlinden A. ，Gee C.，L¿scher D.，Hettwer S.，Wºlfel J. ，Ladner A.-P.，Ster J.，Gerber 

U.，R¿licke T.，Kunz B.，Sonderegger P.：Coincident pre-  and postsynaptic activation induces dendritic filopodia via 

neurotrypsin-dependent agrin cleavage， Cell，136，1161-1171，2009 

 

５．現在の指導している大学院生数 

 M2：１名、D1：１名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

リハビリテーションの基盤となる神経可塑性や内臓知覚伝達に関する基礎的実験研究に興味のある方を歓迎します。研究テー

マは上記 2 つの研究内容を中心に、学生の興味を尊重しつつよく話し合って決めますが、マウスなどを用いた動物実験が中心と

なるので、実験動物を用いた研究に抵抗のない方を希望します。また、実験の関係上、研究実施日は日を選べないことも多いの

で、平日に実験を実施する時間を取れる方でないと指導は困難であることをご承知おきください。 
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■総合リハビリテーション学研究科 臨床支援系領域 

大西 久男 准教授 

 

１．主な研究内容について 

研究内容は、「器質的脳損傷者・児の認知過程・心理過程についての検討」である。主に、①心理測定理論に基づいた心理検査

やアンケートによるアプローチと、②脳磁図・近赤外線分光法を用いた神経生理学的アプローチにより、上記のテーマについて

研究を行っている。最近の前者の研究としては、全国遷延性意識障害者・家族の会の協力の下に、当事者と家族の意思交換や家族

のレスパイトに関する研究、および NPO大阪脳損傷者サポートセンター／若者と家族の会・大阪支部との共同で、遷延性意識障

害者と高次脳機能障害者の生活実態とニーズに関する実態調査を行い、「親亡き後」に向けての検討を行っている。また、後者の

研究としては、大阪大学との共同研究で、健常者を対象に、さまざまな認知課題時の脳活動を脳磁図・近赤外線分光法で計測する

ことで、認知活動の時間および部位の推移を検討している。 

実験室場面での知見と器質的脳損傷者・児の認知機能障害の関連性をもとに、彼らに対する介入方法の検討、さらには、家庭お

よび地域で生活していく際の支援の方法へ発展させていくことが、最終的な目的である。 

 

２．主な共同研究先 

全国遷延性意識障害者・家族の会、NPO大阪脳損傷者サポートセンター／若者と家族の会・大阪支部、大阪大学大学院医学系研

究科・医学部（脳神経外科学） 

 

３．今まで指導した学位論文名 

なし 

 

４．主な論文 

  ・Ohnishi, H. & Harada, N.: Family's burden of people with prolonged disturbance of conciousness in Japan. Asian Journal of  

Neurological Surgery, in press. 

・Sugata, H., Hirata, M., Ohnishi, H., et al：Frequency-dependent oscillatory neural networks mediate imitation. Scientific Reports, 7: 

45806 DOI10.1038, 2017. 

・田中寛之，植松正保，永田優馬，福原啓太，内藤泰男，大西久男，西川 隆：重度認知症者のための認知機能検査：Severe Cognitive 

Impairment Rating Scale日本語版の臨床的有用性の検討，老年精神医学雑誌，24，1037-1046，2013 

・Hisao Ohnishi & Zenjirou Nakatsuka：The validity for the Nakatsuka Screening Scales of Autistic Tendencies (NSSAT)， In 

Contemporary issues of brain，communication and education in psychology (Yoshizaki K. & Ohnishi, H., Eds)，247-259，2009, Union 

Service Press. 

・Hisao Ohnishi，et al.：Development of the Nakatsuka Screening Scales of Autistic Tendencies (NSSAT)，Construction of scales to 

detect autistic symptoms in early infancy，Journal of Rehabilitation and Health Sciences，4，31-37，2006 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M2：１名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

脳と行動（脳の機能障害と行動障害）に興味があり、そのメカニズムを明らかにしたい、さらに、その知見を対象者・児への治

療・指導に応用していこうと考えている人を希望します。 
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■総合リハビリテーション学研究科 臨床支援系領域 

田中 宏明 講師 

 

１．主な研究内容について 

当研究室では、精神障害に関して、精神的側面だけでなく身体的側面を加えた「脳－精神－身体」の関連を捉える研究に取り

組んでいます。「脳」と「精神」と「身体」の関連から、精神疾患の病態を捉えていきたいと考えています。 

主な研究テーマは、統合失調症の認知機能障害に関する研究と、内受容感覚に関する研究です。具体的には以下のようなテーマ

に取り組んでいます。 

1)統合失調症の表情認知や複雑な状況判断・意思決定能力と社会機能との関連 

2)内受容感覚の鋭敏さと意思決定 

3)内受容感覚の鋭敏さと共感 

このような研究テーマに加えて、精神障害のある方の回復に役立つ新しい評価や介入技法などについても探求していきたいと考

えています。 

  

２．主な共同研究先 

  なし 

 

３．今まで指導した修士論文名 

 なし 

 

４．主な論文 

・福原啓太，田中寛之，小川泰弘，永田優馬，田中宏明，大西久男，西川隆：統合失調症患者における語用論的言語(比喩・皮肉)

の理解能力について，Journal of rehabilitation and Health Sciences，14，15-25，2016 

・芳賀大輔，正村優子，吉田文，橋本弘子，田中宏明，内藤泰男：統合失調症患者の観察式の認知遂行機能尺度の作成，大阪作

業療法ジャーナル，26(1)，57-59，2012 

・田中宏明，立山清美，谷口英治，清水寿代，吉田文：統合失調症と広汎性発達障害，Journal of rehabilitation and Health 

Sciences，9，1-6，2011 

・田中宏明，小川泰弘，高橋謙，芳賀大輔，内藤泰男：ギャンブリング課題における統合失調症の学習の障害，Journal of 

rehabilitation and Health Sciences，9，11-13，2011 

・田中宏明，芳賀大輔，高畑進一，井上英治，小林徹：「思い出塗り絵」が軽度認知症患者の認知機能，心理機能，及び日常生活

面に与える効果，Journal of rehabilitation and Health Sciences，7，39-42，2009 

 

５．現在の指導している大学院生数 

  M1：1名、M2：２名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

  精神科リハビリテーションに関する研究テーマに対して、意欲的に探求していく大学院生を求めます。事前に相談してくだ

さい。 
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■総合リハビリテーション学研究科 臨床支援系領域 

田中 寛之 講師 

 

１．主な研究内容について 

  私たちの研究グループでは認知症、高次脳機能障害、統合失調症を対象として、評価・介入技法、運転支援方法の開発につ

いて臨床研究を行ってきました。主に次の三つを研究課題としてグループで取り組んでいます。 

１）認知症の認知機能障害、日常生活活動、行動心理学的症候、QoL、睡眠-覚醒など生活リズムの評価・介入について 

２）脳血管障害や頭部外傷などの器質的損傷による高次脳機能障害の評価・介入について 

３）統合失調症など精神疾患の認知機能障害の病態や睡眠-覚醒など生活リズム評価について 

４）障がい者・高齢者への新しい運転支援に関する評価方法の開発 

 

２．主な共同研究先 

鹿児島大学、大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室、奈良学園大学保健医療学部、さわ病院、今井病院、伊丹せいふう病院、

友紘会総合病院、京都民医連あすかい病院、琴の浦リハビリテーション病院など 

 

３．今まで指導した修士論文名 

なし 

 

４．主な論文 

・ Ishimaru D, Tanaka H, Nagata Y et al. (2020)  Physical Activity in  severe Dementia is associated with Agitation Rather than 

Cognitive Function. Am J Alzheimers Dis Other Demen, 1533317519871397. (原著論文) 

・ 田中寛之, 永田優馬, 石丸大貴 他 (2019) ライフヒストリーカルテの導入が医療介護職員の患者・利用者理解度に与えた影響. 

作業療法, 38(4): 405-415.(原著論文) 

・ Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D et al. (2019) Clinical factors assocated with activites of daily living and their decline in patients 

with severe dementia. Doi: 10.1111/psyg.12502.(原著論文) 

・ Ogawa Y, Fukuhara K, Tanaka H et al. (2019) Insight into illness and defense styles in schizophrenia. J Nerv Ment Dis, 207 (10): 

815-819. (原著論文) 

・ Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D et al. (2018) Clinical Utility of the Cognitive Test for Severe Dementia: Factor Analysis, Minimal 

Detectable Change, and Longitudinal Changes. Dementia and Geriatic Cognitive Disorder Extra, 8(2): 214-225. (原著論文) 

・ Nagata Y, Tanaka H, Ishimaru D et al. (2018) Development of the Japanese version of the Quality of Life in Late-Stage Dementia 

Scale. Psychogeriatrics, 18(2): 106-112.(原著論文) 

・ Fukuhara K, Ogawa Y, Tanaka H et al. (2017) Impaired Interpretation of Others Behavior is associated with difficulties in 

Recognizing Pragmatic Language in Patients with Schzophrenia. J Psycholinguist Res, 46(5): 1309-1318.(原著論文) 

・ Tanaka H, Nagata Y, Uematsu M et al. (2015) Development of Cognitive Test for Severe Dementia. Dement Geriatr Cogni Disord, 

40(1-2), 94-106.(原著論文) 

 

５．現在の指導している大学院生数 

  M２：2名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

当ゼミでは国内だけでなく国際的水準に合わせた研究を進めていこうと考えています。また、研究グループに所属する大学院

生・研究員の皆さまは、ご自身の臨床現場でデータを収集されている方です。対象者に反映できる研究をしたいと考えられてい

る「熱心で高い志のある方」「粘り強く研究を続けることができる方」を募集します。経験年数は問いませんので、我々ととも

に成長できる方を受け入れたいと考えています。 

ゼミは、認知症、高次脳機能障害、運転支援、精神疾患に関する英語文献の抄読会を中心に、学会・論文発表前には個別ゼミ、

少人数ゼミ、適宜オンライン・オフラインなど目的に応じた形で行いたいと考えています。 
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■総合リハビリテーション学研究科 生活機能・社会参加支援系領域 

新しいリハビリテーション支援科学を構築する。 新しい総合的なリハビリテーションの考え方の中枢をなす領域です。個人の健

康の維持増進を含むリハビリテーション・アプローチに加えて、社会的障壁の除去や軽減を積極的に行い、個人の生活機能の維持増

進と社会参加を促進支援することを研究する領域です。障がいと健康の概念、そして人々の生活を取り巻く様々な物理的、社会的な

環境等を包括的に捉え、新しい総合リハビリテーション支援科学として構築するべく研究活動に取り組みます。 

 

氏名 職名 主な研究分野 

奥田 邦晴 教授 障がい者スポーツ科学、障がい者の生活支援・参加 

竹林 崇 教授 身体障害作業療法 脳卒中リハビリテーション 

樋口 由美 教授 老年学、高齢期リハビリテーション 

横井 賀津志 教授 高齢者の認知機能低下予防、転倒予防、作業科学 

立山 清美 准教授 発達障害の作業療法、特別支援教育と作業療法、家族支援 

片岡 正教 講師 脳性麻痺・頚髄損傷のリハビリテーション、障がい者スポーツ 

小島 久典 講師 身体障がい者の日常生活動作、福祉用具、障がい者の災害対策 
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■総合リハビリテーション学研究科 生活機能・社会参加支援系領域 

奥田 邦晴 教授 

１．主な研究内容について 

本研究室では、生活支援・社会参加をキーワードとし、障がい者スポーツ選手の競技力強化及び障がい者の社会参加・生活支援

に関する研究を広く行っています。障がい者スポーツの体験や実践活動を通して、障がい者がスポーツ活動や社会活動を行って

いく上での様々な障壁や問題点について明らかにするとともに、普及・促進事業等を積極的に展開し、障がい当事者はもとより、

周囲の人々、環境等のあらゆる要素から多面的に効果検証を行っています。障がい者スポーツ選手に対しては、競技力向上を図

ることを目的に、バイオメカニクス的手法を用いた解析やトレーニング効果の検証を行い、その成果をリハビリテーション医学

分野に還元できるような研究をしています。また、障がい者スポーツに限らず、障がい者及び高齢者の就労環境の開発、整備に関

する研究も行っています。 

１－１．主な対象 : 障がい者、障がい者アスリート、障がい者を取り巻く社会環境全般 

１－２．主な研究領域 : 障がい者スポーツ、障がい者の社会参加・生活支援 

１－３．主な研究方法 : バイオメカニクス、社会学的調査研究・実践的介入研究、症例報告 

２．主な共同研究先 

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会・日本パラリンピック委員会、一般社団法人日本ボッチャ協会他 

３．今まで指導した学位論文名 

<博士論文> 

『頚髄損傷者の自動車運転自立の支援に関する研究 -自動車への移乗動作における運動学的特徴の分析-』 

『重度障がい者の農業就労を可能にする福祉型植物工場の開発に関する研究』 

<修士論文> 

『聴覚障害スキー選手の滑走動作と平衡機能について』 

『車いすテニス選手におけるスポーツ障害の特徴とサーブ動作の関連性』 

『知的障がい者のスポーツ活動と身体機能に関する研究』 

『中心性頚髄損傷者の歩行の運動学的分析』 

『脳性麻痺のボッチャ選手の視機能に関する研究』 

『義足の製作・支給のプロセスにおいて客観的な指標を用いる方法の研究』 

『脳性麻痺ボッチャ選手の自律神経活動の変化に関する研究』 

４．主な論文 

・Ichiba T, Okuda K, Miyagawa T, Kataoka M, Yahagi K : Relationship between pulmonary function, throw distance, and 

psychological competitive ability of elite highly trained Japanese boccia players via correlation analysis. Heliyon, 6 (3), open access, 

2020 

・Kataoka M，Yasuda T，Kataoka T，Ueda E，Yonetsu R，Okuda K：Movement strategies during car transfers in individuals 

with tetraplegia，a preliminary study. Spinal Cord, 50, 440-445, 2012 

・Hashimoto H, Kobayashi T, Gao F, Kataoka M, Orendurff MS, Okuda K : The effect of transverse prosthetic alignment changes on 

socket reaction moments during gait in individuals with transtibial amputation. Gait & Posture, 65, 8-14, 2018 

・奥田邦晴，片岡正教：パラリンピックへの期待と理学療法士の役割．理学療法学，42(8)，716-717, 2015 

・奥田邦晴，片岡正教，安田孝志，島雅人：障がい者の競技スポーツ動作における個性，バイオメカニクス研究，15(3)，125-

131，2011 

・Okuda K，Matsuda Y，Kataoka M，Higuchi Y：Development of New Adjustment Type Throwing Chair (NATC) for Severely 

Disabled Athletes，11th International Congress of the Asian Confederation for Physical Therapy，2010 

５．現在の指導している大学院生数 

M1：1名、D3：３名 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

本研究室では、障がい児・者の支援を目的に、スポーツから就労に至るまで多面的に研究しています。特に重度障がい者のパ

ラリンピックスポーツであるボッチャでは、パラリンピックや国際大会でのメダル獲得をめざした強化トレーニング・プログラ

ム及びエビデンスの構築に取り組んでいます。そのため、大学院における研究活動に志と自負をもって、精力的かつ実践的に臨

める人を期待します。 
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■総合リハビリテーション学研究科 生活機能・社会参加支援系領域 

竹林 崇 教授 

 

１．主な研究内容について 

主に脳卒中後の上肢麻痺に対する治療手段である Constraint- induced movement therapy（CI療法）やそれらに複合的に実施する

電気刺激療法、装具療法、ボツリヌス毒素 A 型施注、ロボット療法などについて研究している。また、研究デザインとしては、介

入研究が主であり、脳卒中後の上肢麻痺におけるアプローチの開発、実証に関して研究している。なお、脳卒中におけるEvidence 

based practiceや目標設定、意思決定などについても今後検討していく予定である。 

 

２．主な共同研究先 

帝人ファーマ株式会社、富士フィルム富山化学株式会社、東京工科大学、吉備国際大学、六心会伊丹恒生脳神経外科病院、他、

多数の医療機関 

 

３．今まで指導した博士論文・修士論文名 

<博士論文> 

なし 

<修士論文> 

なし 

 

４．主な論文 

・Takebayashi T, Takahashi T, Domen K, Hachisuka K: Impact of Initial Flexor Synergy Pattern Scores on Improving Upper Extremity 

Function in Stroke Patients treated with Adjunct Robotic Rehabilitation : A Randomized Clinical Trial .  

Topics in Stroke Rehabilitation, in press, 2020 

・Takebayashi T, Takahashi K, Amano S, Uchiyama Y, Gosho M, Domen K, et al: Assessment of the efficacy of ReoGo-J robotic 

training against other rehabilitation therapies for upper - limb hemiplegia after stroke: Protocol for a randomized controlled trial . 

Frontiers in Neurology 9: 730, 2018 

・Takebayashi T, Takahashi K, Moriwaki M, Sakamoto T, Domen K: Improvement of upper Extremity deficit after constraint- induced 

Movement Therapy combined with and without preconditioning stimulation using dual -hemisphere transcranial direct current 

stimulation and peripheral neuromuscular stimulation in chronic stroke patients: a pilot randomized controlled trial. Frontie rs in 

Neurology 8: 568, 2017 

・Takebayashi T, Takahashi K, Marumoto K, Domen K: Differences in neural pathways are related to the short-  or long- term benefits 

of constraint- induced movement therapy in patients with chronic stroke and hemiparesis: a pilot cohort study. Topics in stroke 

rehabilitation 25: 203-208, 2017 

・Takebayashi T, Amano S, Hanada K,  Umeji A, Takahashi K, Marumoto K, et al: A one-year follow-up after modified constraint -

induced movement therapy for chronic stroke patients with paretic arm: a prospective case series study. Topics in stroke 

rehabilitation 22: 18-25 

・Takebayashi T, Koyama T, Amano S, Hanada K, Tabusadani M, Hosomi M, et al:  A 6-month follow-up after constraint -   induced 

movement therapy with and without transfer package for patients with  

hemiparesis after stroke: a pilot quasi- randomized controlled trial. Clinical Rehabilitation27: 418-426, 2013 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M1：4名、D1：１名、D3：1名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

脳卒中関連（特に上肢麻痺や上肢に関わる障害）のテーマを持っている方を推奨します。また、在学期間中はデータ取得や論文

執筆などにエフォートを割ける方を望みます。 
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■総合リハビリテーション学研究科 生活機能・社会参加支援系領域 

樋口 由美 教授 

 

１．主な研究内容について 

高齢者の運動機能を通じた介護予防研究を行なっている。 

１）施設高齢者に対しては、複合的な転倒予防プログラムの取り組みや、生活意欲の向上につながる受動的リハビリテーション

機器の検証を行っている。 

２）軽度要介護者に対しては、通所サービスの集団プログラムに資する研究を行っている。実施上の安全性と効果的な機能改善

を両立させる運動負荷・要素について検討し、坐位でのトレーニングや治療的レクリエーションを検討している。さらに、

超高齢者を対象とした場合の、生活指導による活動量の向上を検証している。  

２．主な共同研究先 

大阪医科大学衛生学・公衆衛生学教室、滋賀医科大学社会医学講座衛生学部門、奈良県立医科大学県民健康増進支援センター 

医療法人健和会奈良東病院グループ 

３．今まで指導した学位論文名 

<博士論文>  

2019年度：『Approach to improvement of health-related quality of life using physical activity for housewives 』 

    ：『Effective Intervention Strategies for Increasing the Number of Steps in Frail Older Adults 』  

2017年度：『Tailored education program preventing falls for discharged older patients in acute care hospital』 

2016年度：『Comprehensive study for preventing falls in Long-Term Care Health Facility』 

2014年度：『Falls prediction in community-dwelling older adults: a dual- task study using an extended walking distance』 

     『Increased push-off improves gait in children with cerebral palsy 』 

<修士論文> 

2019年度：『回復期リハビリテーション病院における家族の介助効力感と入院患者の ADL との関連について』 

   ：『訪問リハビリテーションにおける多職種の関わりが在宅高齢者の運動遵守率と心身機能に及ぼす影響』 

2018年度：『高齢脳卒中者における退院後の転倒発生と二重課題能力に関する研究』 

2017年度：『回復期リハビリテーション病棟における高齢脳卒中患者の ADL 改善度と在宅復帰の関連性』 

2016年度：『慢性期脳卒中患者における歩行の非対称性と二次障害および活動との関連について』 

2015年度:『The effects of trunk exercise on physical function recovery for proximal femoral fractures 』 

     『Relationship of going outdoors before hip fracture and functional recovery』 

2014年度：『軽度要介護者の骨密度と活動量に関連する要因』 

2013年度：『座業時間と身体活動量が専業主婦の健康状態に及ぼす影響』 

2012年度：『車椅子使用者の転倒リスク因子とアセスメントスコアシートの開発』 

 『ニュータウンの賃貸集合住宅に居住する男性の外出頻度と近隣環境』 

４．主な論文 

 ・Kitagawa T, Higuchi Y, et al: Tailored feedback reduced prolonged sitting time and improved the health of housewives: a single-blind 

randomized controlled pilot study. Women and Health 60:212-223, 2019 

  ・Ando S, Higuchi Y, wt al: Custom-Made daily routine increases the number of steps taken by frail older adults. Journal of Aging and 

Physical Activity 12:1-9 

・Ueda T, Higuchi Y, et al: Tailored education program using home floor plans for falls prevention in discharged older patients: a pilot 

randomized controlled trial. Arch Gerontol Geriatr. 71:9–13, 2017 

・樋口由美，岩田晃，他：移動能力と IADL を反映する座位での体幹機能評価の有用性．日本老年医学会雑誌，49(4)，449-456，2012 

・Higuchi Y，Watanabe M, et al: Mobility assessments as predictors for decline of higher- level functio nal capacity in community-dwelling 

elderly. Bulletin of the Osaka Medical College, 55:31-38, 2009 

 

５．現在の指導している大学院生数（令和 2年度現在） 

M1：1名、M2：1名、D1：1名、D3：3名 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

１で述べた研究内容に興味をもって、現場に役立つ研究に真摯に取り組もうとする熱意ある方を希望します。 

社会人の方は、月曜日の日中に登校できることが条件となります。 
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■総合リハビリテーション学研究科 生活機能・社会参加支援系領域 

横井 賀津志 教授 

 

1． 主な研究内容について 

1) 作業（occupation）の健康への寄与に関する大規模コホート研究 

 ・住民健診データを基にした疫学調査を実施しています． 

2) 作業科学を基盤とした高齢者の認知機能低下抑制に関する研究 

 ・市町村が実施する介護予防教室において，作業（occupation）への挑戦と認知機能低下抑制の研究を実施しています． 

 ・地域在住高齢を対象とした二重課題と認知機能低下抑制についての介入研究を実施しています． 

3) 地域在住高齢者の転倒予防に関する介入研究 

 ・松原市社会福祉協議会との共同研究において，転倒予防介入の研究を実施しています． 

 

2． 主な共同同研究先 

  和歌山県立医科大学、藍野大学、SHARP、社会福祉法人隆生福祉会、田原本町地域包括支援センター、 

姫路市増位・広嶺地域包括支援センター、松原市社会福祉協議会、介護老人保健施設ヴァンサンク 

 

3． 今まで指導した学位論文名 

   2020年度より本研究科に着任 

 

4． 主な論文・著書 

・Yokoi K, Miyai N, Utsumi M, Hattori S, Kurasawa S, Uematsu Y, Arita M. The Relationship Between Meaningful Occupation and Self-

Rated Health in Japanese Individuals: The Wakayama Study. Occup Ther Health Care. 2020 Apr 1:1-15. 

・Yokoi K, Kurasawa S, Utsumi M, Miyai N. Relationship between Child Occupational Self-Assessment and Quality of Life in Elementary 

School Children. Journal of Occupational Therapy, Schools, & Early Intervention. 13(1): 7-18, 2020. 

・Kawanishi K, Kudo S, Yokoi K. Relationship Between Gliding and Lateral Femoral Pain in Patients With Trochanteric Fracture. Arch 

Phys Med Rehabil. 101(3):457-463, 2020. 

・Kurasawa S, Yokoi K, Utsumi M, Shiozu H, Miyai N. Sleep Education for Primary School Students by Occupational Therapists in Japan: 

A Pilot  Study through a Health Promotion Project. Journal of Occupational Therapy, Schools, & Early Intervention. (in press) 

・Kurasawa S, Tateyama K, Iwanaga R, Ohtoshi T, Nakatani K, Yokoi K. The Age at Diagnosis of Autism Spectrum Disorder in Children 

in Japan. Int J Pediatr. 7;2018:5374725. 2018. 

・Kurasawa S, Yokoi K, Miyai N, Yoshimasu K, Takemura S, Miyashita K. Assessment of the exercise intensity of short stick exercises in 

elderly individuals. Rehabil Res Pract. 2015;2015:209368. 

・Yokoi K, Yoshimasu K, Takemura S, Fukumoto J, Kurasawa S, Miyashita K. Short stick exercises for fall prevention among older adults: 

a cluster randomized trial. Disabil Rehabil. 2015;37(14):1268-76. 

・Kurasawa S, Yoshimasu K, Washio M, Fukumoto J, Takemura S, Yokoi K, Arai Y, Miyashita K. Factors influencing caregivers' burden 

among family caregivers and institutionalization of in -home elderly people cared for by family caregivers. Environ Health Prev Med. 

2012 Nov;17(6):474-83. 

 

5． 現在の指導している大学院生数 

D2：1名、D3：1名 

 

6． どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

・研究に対して，粘り強くかつ真摯に取り組むことができる方． 

・臨床で湧き上がった疑問を解決したい方． 

  ・作業（occupation）の健康への貢献について関心がある方． 

  ・介護予防に関する新しい戦略を打ち立てたい方． 
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■総合リハビリテーション学研究科 生活機能・社会参加支援系領域 

立山 清美 准教授 

 

１．主な研究内容について 

発達障害領域の作業療法を専門にしています。発達障害の方の作業療法相談、学校支援などの経験をもとに、臨床につながる

研究をモットーにしています。 

自閉症スペクトラム症の方の抱える日常生活の困難さの背景には、感覚・運動の問題が潜んでいることが多く、感覚・運動面に

着目した支援・研究を行っています。現在取り組んでいるのは、「幼児期の自閉スペクトラム症児の感覚統合療法の効果」「青年・

成人版 感覚・運動チェックリストの作成」「通常の学級に在籍する児童への作業療法士のコンサルテーション・モデルの実証的

研究（科研・分担研究者）」「自閉症スペクトラム児の食に関する行動障がいの支援法の開発（科研・分担研究者）」です。 

 

２．主な共同研究先 

日本感覚統合学会効果研究委員会（首都大学東京、千葉県立保健医療大学の研究者と感覚統合療法の効果に関する共同研究） 

関西福祉科学大学 

   

３．今まで指導した学位論文名 

<修士論文> 

2009年度：『教育現場における発達に障害のある児童への指導上の困難さに関する研究 -教育と連携した作業療法支援の検討-』 

2010年度：『出生前後に診断された先天性水頭症患者と養育者への支援に関する調査研究』 

2012年度：『広汎性発達障がい児の食嗜好と偏食への対応』 

『多動性を伴う発達障がい児に対する介入の有効性に関する検証』 

  2014年度：『自閉スペクトラム症児の箸操作の困難さに関する研究』 

       『自閉スペクトラム症児の口腔機能と偏食関する研究』 

  <博士論文> 

  2017年度：『自閉スペクトラム症児の偏食に関する研究-偏食がある子どもの保護者の自己効力感尺度と保護者向け講座の開発-』 

 

４．主な論文 

  ・倉澤 茂樹, 立山 清美, 大歳 太郎, 塩津 裕康, 横井 賀津志：特別支援学校における医療の専門家への相談 ICF-CY を用いた

全校調査による各職種の特徴，38巻（4），387-395，2019. 

    ・立山清美，中岡和代，石井良和，山田孝，太田篤志：青年・成人用感覚チェックリストの開発 ‐妥当性と信頼性の検討‐， 

   作業療法，37（5），518-528，2018. 

  ・Miyajim A, Tateyama K，Fuji S，Nakaoka K，Higaki K：Development of an Intervention Programme for Selective Eating in Children 

with Autism Spectrum Disorder.. Hong Kong Journal of Occupational Therapy，30，22-32，2017. 

    ・立山清美,，伊藤 祐子，赤松 めぐみ, 有川 真弓, 山田 孝:，山西葉子：感覚統合療法の効果研究の現状と効果研究に用いる指 

標．感覚統合研究 16(1)，1-7.，2016. 

・立山清美，宮嶋愛弓，清水寿代：自閉症の食嗜好の実態と偏食への対応に関する調査研究．浦上財団研究報告書 20：117-

132，2013. 

 

５．現在の指導している大学院生数 

     M２：３名、D３：２名 

  

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

発達障害領域の作業療法、家族支援などを研究テーマにする方を歓迎します。発達障害のある方への支援が、広く取り組まれ

るようになってきました。しかしながら、発達障害のある方への支援の効果に関する研究、ADL に関する研究など様々な研究課

題がある領域です。社会人の場合は、研究したいことが明確で、ある程度の計画をもっていること、フィールドの確保ができるこ

とが必要かと思います。一緒に研究に取り組みましょう！ 
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■総合リハビリテーション学研究科 生活機能・社会参加支援系領域 

片岡 正教 講師 

 

１．主な研究内容について 

重度障がい者の社会参加支援を大きなテーマとして、これまでに、頚髄損傷者の自動車への移乗動作の分析や障がい者スポー

ツに関する研究に取り組んできました。中でも障がい者スポーツに関する研究では、日本パラリンピック委員会の医・科学・情報

サポート事業という取り組みの中で、様々な障がい者スポーツとも関わりながら、選手のパフォーマンス向上のための研究を、

主にバイオメカニクス手法を用いて行ってきました。 

特に重度の障がい者スポーツ選手の競技パフォーマンス向上については、まだまだエビデンスが確立されていない事も多いた

め、パフォーマンスの指標を確立することや、効果的なトレーニング方法について検証し、科学的な根拠に基づき、選手のパフォ

ーマンス向上に関する取り組みを行っていきたいと考えています。現在は、パラリンピック競技の中でも最重度の障がい者が対

象となっている「ボッチャ」を中心に関わっており、今後はボッチャ選手の強化の研究を進めていきたいと考えています。 

 

２．主な共同研究先 

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会・日本パラリンピック委員会、一般社団法人日本ボッチャ協会他 

 

３．今まで指導した修士論文名 

 なし 

 

４． 主な論文 

・片岡正教，安田孝志，奥田邦晴，他：障がい者陸上競技におけるハイスピードカメラを用いた動作解析の有用性 -2009アジア

ユースパラゲームズにおいて-  ，日本障害者スポーツ学会誌，19号，30-33，2010． 

・Kataoka M, Yasuda T, Okuda K, et al. : Movement strategies during car transfers in individuals with tetraplegia, a preliminary study, 

Spinal Cord, 50, 440-445, 2012. 

・奥田邦晴，岩田晃，片岡正教，他：重度障がい者アスリートへの競技支援と動作分析，バイオメカニズム学会誌，38巻 2 号，

129-134，2014． 

・Kataoka M, Okuda K, Shima M, et al. : Relationship between the duration and trunk inclination and hip angle during car transfer 

in individuals with tetraplegia, The Journal of Physical Therapy Science, 28, 2452-2456, 2016. 

・片岡正教，奥田邦晴，河合俊次，他：ボッチャ選手の競技パフォーマンス向上における低負荷・高速運動によるウォーミングア

ップの効果の検証，日本障害者スポーツ学会誌，25号，35-38，2017． 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M1：1名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

 障がい者支援に興味があり、特に実践的なフィールドでの活動を通して障がい者スポーツの研究に携わりたいと考えている方

を希望します。 
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■総合リハビリテーション学研究科 生活機能・社会参加支援系領域 

小島 久典 講師 

 

１．主な研究内容について 

障がい者のＡＤＬ動作に関する研究や、中枢疾患における上肢・手指の運動精度に関する基礎的研究、福祉用具の開発に関す

る研究などを行っています。また、近年は障がい者の災害対策に関する研究にも取り組み、多くの研究疑問に関する検証・実証を

行いたいと考えています。そして、臨床における客観的な評価・治療プログラムの発展に寄与したいと考えています。 

主なテーマ 

・障がい者の生活環境に関する研究 

障がいのある方にとってどのような環境が過ごしやすいのかを環境のデータや筋電図等の生体データをもとに研究してい

ます。 

・上肢・手指の運動学習・運動精度に関する研究 

中枢疾患における麻痺手・上肢の運動精度がどのような運動学習によりどのように向上するのか生理学的データを基に研

究しています。 

・福祉用具の研究開発 

障がいのある方が在宅・施設において安全で利用しやすく、自立度の改善・介護負担の軽減が図れる福祉用具の研究及び開

発を行っています。 

また、災害時など緊急時に役立つ福祉用具・デバイスの開発を行っています。 

・障がい者の防災に関する研究 

     災害時における障がい者の避難環境に関する研究をしています。特に避難所・福祉避難所などのバリアフリーを中心に調査

研究を実施しています。 

 

２．主な共同研究先 

大阪市立大学、金城大学、四條畷学園大学、箕面市立病院、関西電力病院，国立病院機構南京都病院など 

 

３．今まで指導した学位論文名 

なし 

４．主な論文 

    ・Kojima H, Inumaru T, Ueda T: Evaluation of evacuation environment of disabled persons in designated shelters，Journal of 

Environmental Rehabilitation Science, 2(1), 1-5, 2018 

・小島久典, 犬丸敏康, 宮嶋愛弓, 上田任克：高齢者による手指で押す力の調節における日常運動の影響，医学と生物学，156(9)，

660-665, 2012 

・小島久典，岡田行央：手指押し動作における手関節の影響，医学と生物学，153(10), 457-462, 2009 

・Kojima H, Inumaru T, Abe R, Ueda T: Prototype Quantitative Mechanical Device for Measuring Tactile and Pressure Sense: 

Measurement of Movement Precision in Hand Palsy Associated with Cerebrovascular Disease，Journal of Rehabilitation and Health 

Sciences, 5, 39-41, 2007 

・小島久典，犬丸敏康，上田任克，日垣一男，内藤泰男，高畑進一：示指及び中指の押し力における接触部位の画像解析，Journal 

of Rehabilitation and Health Sciences, 4, 39-42, 2006 

・犬丸敏康，生田宗博，柴田克之，西村誠次，小島久典：単関節筋と二関節筋における筋活動の特性の比較 モデル研究，金沢大

学つるま保健学会誌, 30(1), 79-86, 2006 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M2：1名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

様々な事柄に興味・関心を持ちながら、じっくりと主体的に探究していく方を歓迎します。そして、リハビリテーション・作

業療法・関連分野における疑問を科学的に探索する意欲ある方を希望します。業務との兼ね合いもあるかと思いますので、

Skype・Zoomなどを積極的に活用し一緒に研究を進めましょう。 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

リハビリテーションを支援する栄養療法の探求 本研究科は、予防から治療、回復、社会参加に至る新しい総合的なリハビリテー

ション学の確立を目指し、我が国で初めて、従来のリハビリテーション分野に栄養療法学を位置づけた研究科です。健康状態がリハ

ビリテーションの成否を左右することは周知でありますが、高齢者や障がいを持つ人々にとっては、さらに栄養状態の良否がリハビ

リテーションの効果を決定する重要な因子です。そのため、栄養支援系領域では、食品の経口摂取から体内利用に至る一連の栄養に

関する教育研究が、リハビリテーションとの整合性をもって展開されるよう工夫されています。 

氏名 職名 主な研究分野 

乾 博 教授 食品機能学、分子栄養学、ビタミン学 

大関 知子 教授 高齢者栄養、栄養教育 

小川 由紀子 教授 口腔保健学、健康科学 

神谷 重樹 教授 公衆衛生学、病原細菌学、分子生物学 

近藤 茂忠 教授 腫瘍生物学、分子栄養学 

竹中 重雄 教授 栄養生理学、栄養化学、食品学 

堀部 秀二 教授 スポーツ医学・スポーツ整形外科学 

岩城 俊雄 准教授 代謝栄養学、食品化学 

叶内 宏明 准教授 食品機能学、栄養化学、健康科学 

木下 明美 准教授 食品科学 

桒原 晶子 准教授 臨床栄養学、応用栄養学 

高尾 理樹夫 准教授 スポーツ栄養学，栄養疫学 

矢澤 彩香 准教授 公衆栄養学、健康科学 

川上 由紀子 講師 給食管理、栄養アセスメント 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

乾 博 教授 

 

１．主な研究内容について 

肥満や糖尿病予防を中心に、食品に含まれる様々な機能性成分（ポリフェノール、テルペノイド、食物繊維など）の作用メカニ

ズムの解明を行っている。また、ビタミン B12の生理機能について分子・細胞レベルでの研究を行っている。さらに、分子栄養

学的な見地から、性ホルモン受容体の機能と関連する疾患予防に関する研究を進めている。 

 

２．主な共同研究先 

帝京大学医学部、Rutgers University（The State University of New Jergy） 

長岡香料、ウォーターエージェンシー 

 

３．今まで指導した学位論文名 

<修士論文> 

2014年度：『食品抽出物の抗インフルエンザウイルス作用について』 

『食品保蔵中におけるアスコルビン酸類の動態変化について』 

2015年度：『高機能性羅漢果配糖体に関する研究』 

<博士論文> 

2016年度：『過熱蒸気炊飯装置を用いて炊飯した米飯の物性と香気特性』 

 

４．主な論文 

・ Harada N., Katsuki T., Takahashi Y., Masuda T., Yoshinaga M., Adachi T., Izawa T., Kuwamura M., Nakano Y., Yamaji R., Inui, H.：

Androgen receptor silences thioredoxin- interacting protein and competitively inhibits glucocorticoid receptor -mediated apoptosis in 

pancreatic β-Cells, J. Cell. Biochem. 116, 998-1006, 2015 

・ Patel C., Sugimito K., Douard V., Shah A., Inui H., Yamanouchi T., Ferraris R. P.：Effect of dietary fructose on portal and systemic 

serum fructose levels in rats and in KHK-/ -  and GLUT5(-/ -) mice, Am. J. Physiol. Gastrointest. Liver Physiol. 309, G779-790, 2015 

・ Harada N., Hanaoka R., Horiuchi H., Kitakaze T., Mitani T., Inui H., Yamaji R. ：Castration influences intestinal microflora and 

induces abdominal obesity in high- fat diet -fed mice, Sci. Rep. 23001, 2016 

・ Kaze N., Watanabe Y., Sato H., Murota K., Kotaniguchi M., Yamamoto H., Inui H., Kitamura S.：Estimation of the intestinal absorption 

and metabolism behaviors of 2-  and 3-monochloropropanediol esters, Lipids 51, 913-922, 2016 

・ Higashimura Y., Kitakaze T., Harada N., Inui H., Nakano Y., Yamaji R.：pVHL-mediated degradation of HIF-2α regulates estrogen 

receptor α expression in normoxic breast cancer cells, FEBS Lett. 590, 2690-2699, 2016 

・ Harada N., Ishihara M., Horiuchi H., Ito Y., Tabata H., Suzuki Y. A., Nakano Y., Yamaji R., Inui H.：Mogrol derived from Siraitia 

grosvenorii Mogrosides suppresses 3T3-L1 adipocyte differentiation by reducing cAMP -response element-binding protein 

phosphorylation and increasing AMP-activated protein kinase phosphorylation, PLoS One 11, e0162252, 2016 

・ Takemitsu H., Amako M., Sako Y., Shibakusa K., Kita K., Kitamura S., Inui H. ：Analysis of volatile odor components of superheated 

steam-cooked rice with a less stale flavor, Food Sci. Technol. Res. 22, 771-778, 2016 

・ Horiuchi H., Usami A., Shirai R., Harada N., Ikushiro S., Sakaki T., Nakano Y., Inui H., Yamaji R.: S-Equol activates cAMP signaling 

at the plasma membrane of INS-1 pancreatic -cells and protects against streptozotocin- induced hyperglycemia by increasing 

-cell function in male mice, J. Nutr. 147, 1631-1639, 2017 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M2：１名、D３：１名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

・2020年度末をもって退職予定のため、大学院生の受け入れはありません。 

 

  



 

26 

 

■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

大関 知子 教授 

 

１．主な研究内容について 

中年期以降、主に高齢期に顕在化し、生活の質を著しく低下させる糖尿病や高血圧、脂質代謝異常症などの生活習慣病に対し

ては、ライフスタイルの改善による疾病予防が重要である。なかでも適切な食生活を継続することは生活習慣病予防や治療に必

須である。しかしこれらの疾病は自覚症状に乏しいため、さらに、食事は生活のなかの楽しみとなる要因の一つであるため、食行

動の修正や継続は困難なことが多い。そこで我々は、成人が不適切な食行動を認識して修正し、適切な食習慣を身につけるため

には、どのような支援が効果的であるのかを明らかにすることを目指した基礎的研究を行っている。現在は、生活習慣病の患者

が持つ食事改善に対するやる気や負担感と、それらに対する関連要因を明らかにし、患者がより負担感少なく適切な食習慣を継

続できるような支援方法について検討している。 

 

２．主な共同研究先 

なし 

 

３．今まで指導した学位論文名 

<修士論文> 

『２型糖尿病患者に対する安静時代謝量を用いた食事療法の効果に関する研究』 

 

４．主な論文 

・Ozeki, Tomoko，Ebisawa, Hidemichi，Ichikawa, Mineko，Nagasawa, Nobue，Sato, Fumiyo，and Fujita, Yoshiaki：Physical Activities 

and Energy Expenditures of Institutionalized Japanese Elderly Women，Journal of Nutritional Science and Vitaminology，46(4)，

188-192，2000 

・Ozeki, Tomoko，Fujita, Yoshiaki，and Kida, Kozui：Protein malnutrit ion in elderly patients with chronic obstructive pulmonary 

disease，Geriatrics and Gerontology International，2(3)，131-137，2002 

・ Mori,Keiko, Kawano,Yukari, Tada Yuki, Hida,Azumi, Nagasawa, Nobue, Inoue,Kumiko, Kamioka,Hiroharu, Ozeki,Tomoko , 

Relationship of Dietary Intake and Lifestyle Factors to Health-Related Quality of Life in the Community -Dwelling Elderly, 

J.Nutr.Sci.Vitaminol.56(6), 364-371, 2010 

・森佳子、日田安寿美、多田由紀、長沢伸江、上岡洋晴、大関知子、宮林茂幸、川野因、 山梨県小菅村における食材の活用およ

び調理法に関するアンケート調査、 日本食育学会誌 5(1):25-30,2011 

・大関知子，藤吉恭子：朝食欠食習慣を持つ大学生のための教育に関する研究，Journal of Life Science Research，9，31-37，2011 

 

５．現在の指導している大学院生数 

なし 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

実際に、病院や福祉施設などで栄養教育を実施しているまたは実施しようとしている社会人の受け入れを希望します。 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

小川 由紀子 教授 

 

１．主な研究内容について 

主な研究テーマは、「口腔内の状況と身体状況、生活習慣の関連性」です。 

口腔の疾患である歯周病は口腔に限局しているとの認識が強いため、予防や治療にあまり注意が払われず、現在でも成人の 80％

以上が歯周病に罹患している現状です。しかし、この歯周病が動脈硬化、心筋梗塞、糖尿病などの全身疾患を引き起こすことが明

らかになってきています。また、生活習慣病予防のためによく噛むことが推奨されています。 

口腔内の状況が、“健康”とどう関わっているのか、身体状況、生活習慣、食習慣などと検討を行います。 

 

２．主な共同研究先 

シャープ株式会社 

 

３．今まで指導した学位論文名 

  <博士論文> 

2012年度『地域住民の食生活介入のための地域診断に関する研究』 

<修士論文> 

2012年度：『蒸し調理の違いが咀嚼に及ぼす影響』 

2013年度：『食育ツールの違いによる園児の 3色食品判別力の比較』 

 

４．主な論文 

  ・江﨑ひろみ,小川由紀子,吉田幸恵：単独嚥下における高齢者の１回嚥下量の測定回数に関する検討，日本健康体力栄養学会誌， 

   22(1)，12-18，2017. 

・小川由紀子，大塚佳代子，山下絵美，江崎ひろみ，高尾理樹夫，矢澤彩香，吉田幸恵，：女子大学生における骨量と生活習慣の

関係，日本健康体力栄養学会誌，21(1)，39-42，2016. 

・Ezaki,H.,Ogawa,Y.,Yoshida,Y.Average bolus volume for water and intra-  and interindividual variation,  Fitness and Nutrition，19(1)，

18-26，2015. 

    ・Ezaki,H.,Ogawa,Y.,Hatanaka,Y.,Yoshida,Y. Determination of the average bolus volume for water ingestible by elderly individuals, 

The Journalof Japan Society for Dental Hygiene, 9:61-68, 2015. 

・小川由紀子，北澤由梨，高尾理樹夫，五藤泰子，橋本和弘，矢澤彩香，吉田幸恵，今木雅英：酒粕パンを用いた環境栄養学的観

点からの生活習慣予防に関する研究 第 2報官能試験による評価，日本健康体力栄養学会誌，15(2)，20-25，2010. 

 

５．現在の指導している大学院生数 

なし 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

１．自分の研究に真摯に取り組める人 

２．回りの人たちとコミュニケーションを取れる人 

 

７．社会人を受け入れる場合の要望など 

１．週に 2日位は大学院に来ることが可能な人 

２．自分の職場で、研究の対象者が準備できること 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域                 

神谷 重樹 教授 

 

１．主な研究内容について 

歯周病は日本人の 80％以上が感染（推定患者数 6,000万人）している歯を喪失する最も大きな原因となる疾患で，近年，生活習

慣病との関連が示唆されています。歯周病の発症には歯周病原細菌（P. gingivalis など）の感染が重要な役割をもつとされており，

これらの菌の除去が歯周病の予防と早期治療に有効と言われています。また口腔内には歯周病原細菌を始め 600種以上の細菌か

らなる口腔細菌叢が存在し，その変化が口腔衛生と関連していると言われています。そこで私たちは①生活習慣病モデル動物を

用いて，歯周病原細菌の病態に対する影響の解析及び抗菌作用を示す食品由来成分の探索，②ヒトにおける口腔細菌叢や歯周病

原細菌と食品摂取との関連について分子疫学的な解析③病原細菌の産生する病原因子の立体構造を含めた分子生物学的なメカニ

ズム解析の３つのテーマから研究を進め，細菌の病原因子と宿主の生体成分や食品成分との相互作用が生活習慣病にどのような

影響を与えるのかという観点から歯周病原細菌の感染のメカニズムを解析し，最終的には研究成果を歯周病の予防や治療に役立

てることを目指しています。 

 

２．主な共同研究先 

京都工芸繊維大学 工芸科学部，大阪市立大学 工学研究科，大阪府立大学 生命環境科学研究科・理学研究科，徳島大学大学院 ソ

シオテクノサイエンス研究部，筑波大学 国際産学連携本部，大阪府立環境農林水産総合研究所，三菱化学 

 

３．今まで指導した学位論文名 

<修士論文> 

野産イチジク葉熱水抽出物の歯周病原細菌に対する抗菌活性成分の解析』(2018年 4月−2020年3月) 

2018年度：『天然物質由来プルニンラウリン酸エステルが持つ歯周病原細菌に対する抗菌活性の検討』(2017年 4月−2019年 3月) 

2017年度：『乳幼児の胃食道逆流症・摂食嚥下障害に対する増粘剤添加乳/ 増粘剤添加栄養材の調製法と治療効果についての検

討』(2016年 4月−2018年 3月) 

2016年度：『食品添加物が歯周病原細菌 2019年度：『慢性歯周病原細菌 Porphyromonas gingivalisの感染による骨芽前駆細胞死を

抑制する植物由来エキスの探索』，『羽曳の増殖や病原性に与える影響の研究』(2015年 4月−2017年 3月) 

 

４．主な論文 

・ Yazawa A, Kamitani S, Togawa N. Method for absolute quantification of microbial communities by using both microarrays and 

competitive PCR. J Microbiol Meth 165:105718, 2019.  

・ Yazawa A, Okuno Y, Asao S, Maetani M, Shinagawa H, Kawase H, Yoshioka M, Kamitani S. Distribution of Periodontal Pathogens 

and Lifestyle Habits of Japanese Mothers and their Children. Int J Anal Bio -Sci 7:49-58, 2019. 

・ Nakamura K, Shinoda N, Hiramatsu Y, Ohnishi S, Kamitani S, Ogura Y, Hayashi T, and Horiguchi Y. BspR/BtrA, an anti -σ factor, 

regulates the ability of Bordetella bronchiseptica to cause cough in rats. mSphere 4:e00093-19, 2019.  

・ Kitadokoro K, Kagara M, Matsui S, Osokoshi R, Uschara T, Kawai F, Kamitani S. Structural insights into the unique polylactate -

degrading mechanism of Thermobifida alba cutinase. FEBS J 286:2087-2098, 2019.  

・ Tanaka M, Kamitani S, Kitadokoro K. Staphylococcus aureus lipase: purification, kinetic characterization, crystallization and 

crystallographic study. Acta Crystallogr F Struct Biol Commun 74:567–70, 2018. 

・ Chakraborty S, Kloos B, Roetz N, Schmidt S, Eigenbrod T, Kamitani S, et al. Influence of Pasteurella multocida Toxin on the 

differentiation of dendritic cells into osteoclasts. Immunobiology 223:142–50, 2018. 

・ Yazawa A, Maetani M, Takemura A, Kamitani S. Association between the Porphyromonas gingivalis fimA type II genotype and the 

nutritional intake of elderly women. J Life Sci Res 15:1–7, 2017 

 

５．現在の指導している大学院生数 

 M1：2名，M2：0名，D3：1名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

 生命現象について分子レベルや細胞レベルで解析することに興味のある学生，細菌学や生理活性物質に興味のある学生。 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

近藤 茂忠 教授 

 

１．主な研究内容について 

   がんは今や日本人の２人に１人が罹る病気です。特に私が研究対象としている大腸がん、肺がん、胃がんは上位１～３位を占める

患者さんが最も多いがん種です。これらの進行がんでは手術不能となるため、がん分子標的薬を中心とした化学療法が治療の中心

となっています。しかしながら、一部のがん細胞は化学療法ストレスに対して適応・進化する特殊能力を持っており、治療によっ

て悪性化が加速し、難治がん化してしまうことが臨床的に問題となっています。この適応・進化の分子メカニズムを解明すること

を目指した腫瘍生物学の基礎研究を行っています。 

 

２．主な共同研究先 

 徳島大学医科栄養学科生体栄養学分野、和歌山県立医科大学解剖学講座、新日本科学 

 

３．今まで指導した学位論文名 

<博士論文> 

2019年度： VEGFR-1 regulates EGF-R to promote proliferation in colon cancer cells 

2017年度： VEGF pathway-targeting drugs induce evasive adaptation by activation of neuropilin-1/cMet in  colon cancer cells 

2013年度： Chronic inhibition of tumor cell -derived VEGF enhances the malignant phenotype of colorectal cancer cells 

2008年度： A novel tumor-promoting function residing  in the 5’ non-coding region of vascular endothelial growth factor mRNA 

<修士論文> 

2019年度：食品機能成分によるがん分子標的薬抵抗性の解除 

2016年度：Molecular mechanism of malignant progression of cancer cells induced by antiangiogenic drugs 

2016年度：Chemopreventive effects of apigenin on malignant phenotypes induced by molecular- targeting anticancer drugs in colon 

cancer 

2014年度： Blockade of autocrine VEGF signaling promotes the malignant phenotype of colorectal cancer cells 

2013年度： Regulation of skeletal muscle cell differentiation by IRS-1 transcripts 

2009年度： 血管内皮増殖因子mRNAによる腫瘍抑制遺伝子 RBの抑制 

2008年度： 血管内皮増殖因子mRNAの 5’非翻訳領域による腫瘍抑制遺伝子 p53の抑制 

2008年度： 血管内皮増殖因子（VEGF）遺伝子に内蔵された small RNAの同定とその発現制御機構 

 

４．主な論文 

・Nagano H, Tomida C, Yamagishi N and Teshima-Kondo S. (corresponding author) VEGFR-1 regulates EGF-R to promote 

proliferation in colon cancer cells. Int J Mol Sci. 20(22): pii: E5608 (2019). 

・Tomida C, Yamagishi N, Nagano H, Uchida T, Ohno A, Hirasaka K, Nikawa T, and Teshima-Kondo S. (corresponding author) 

VEGF pathway-targeting drugs induce evasive adaptation by activation of neuropilin-1/cMet in colon cancer cells. Int. J . Oncol. 

(2018). 

・Nagano H, Yamagishi N, Tomida C, Yano C, Aibara K, Kohno S, Abe T, Ohno A, Hirasaka K, Okumura Y, Mills EM, Nikawa T, and 

Teshima-Kondo S. (corresponding author) A novel myogenic function residing in the 5 ’ non-coding region of Insulin receptor 

substrate-1 (Irs-1) transcript. BMC Cell Biol. 16:8 (2015).  

・Teshima-Kondo S. Long non-coding RNAs: new players in cancer biology. Shikoku Acta Medica. 70: 121-125 (2014).  

・Masuda, K., Teshima-Kondo, S. (Corresponding author) , Mukaijo, M., Yamagishi, N., Nishikawa, Y., Nishida, K., Kawai, T., and 

Rokutan, K. A novel tumor-promoting function residing in the 5 ’ non-coding region of vascular endothelial growth factor  mRNA. 

PLoS Medicine 5(5):e94, (2008). 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M1：2名、M2：2名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

自分の頭と手で「生命の不思議」を明らかにしたい人 

生命科学の研究を通して「科学的なものの見方・考え方」を習得したい人 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

竹中 重雄 教授 

 

１．主な研究内容について 

   ヒトの生命活動の根源は「食べる」ことです。食べ物に含まれる様々な栄養素や成分が身体に与える影響を明らかにするため、食

品成分の分析から生体機能までを研究対象にしています。特に微量栄養素のビタミン B12 や葉酸が持つ未解明の生理作用を明らかに

したいと思っています。また、質量分析装置を用いて、様々な栄養成分や薬物の代謝、それらが身体に与える影響を調べて、機能性

食品や病気の診断法を開発しています。 

 

２．主な共同研究先 

  帯広畜産大学獣医学ユニット、岐阜大学連合獣医学研究科、鳥取大学農学研究科、大阪市立大学生活科学研究科、 

  アニコム、白井松新薬、シャープ、日本医化器械製作所、富士通 

 

３．今まで指導した学位論文名 

<博士論文>（生命環境科学研究科での実績） 

2014年度：Blood metabolites profiles of dogs with lymphoma and antitumor effect of fatty acid synthase inhibitor  

2013年度：犬の口腔内悪性メラノーマ ―放射線治療後の生存期間と血中代謝物の変化― 

     絹タンパク質由来ペプチドのアトピー性皮膚炎症状緩和効果とその作用機序の解明 

 

４．主な論文 

・Structure-Function Studies of Naphthalene, Phenanthrene, Biphenyl, and Their Derivatives in Interaction with and Oxidation by 

Cytochromes P450 2A13 and 2A6., Shimada, T, Takenaka, S, Kakimoto, K, Murayama, N, Lim, YR., Kim, D., Foroozesh, MK., Yamazaki, 

H., Guengerich, FP., Komori, M., Chem. Res. Toxicol. 29, 1029-1040, 2016. 

・Profiling of plasma metabolites in canine oral melanoma using gas chromatography-mass spectrometry., Kawabe, M., Baba, Y., Tamai, 

R., Yamamoto, R., Komori, M., Takenaka, S., J. Vet. Med. Sci. 77, 1025-1028, 2015. 

・Gas Chromatography-Mass Spectrometry-Based Metabolic Profiling of Cerebrospinal Fluid from Epileptic Dogs., Hasegawa, T., Sumita, 

M., Horitani, Y., Tamai, R., Tanaka, K., Komori, M. and Takenaka, S., J. Vet. Med. Sci., 76, 517-522, 2014. 

・Characterization of Vitamin B 12 compounds in the wild edible mushrooms Black Trumpet (Craterellus cornucopoides) and Golden 

Chaterellle (Cantharellus cibarius)., Watanabe, F., Schwarz, J., Takenaka, S., Miyamoto, E., Ohishi, N., Nelle, E., Hochstrasser, R., and 

Yabuta, Y., J. Nutr. Sci. Vitaminol.,58, 438-411, 2012. 

・Amelioration of the progression of an atopic dermatitis- like skin lesion by silk peptide and identification of functional peptides., 

Ikegawa, Y., Sato, S., Lim, G., Hur, W., Tanaka, K., Komori, M., Takenaka, S. and Taira, T., Biosci. Biotech. Biochem., 76, 473-477, 2012. 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M１：1名、M2：2名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

「食と健康」に興味があり、科学的なアプローチから探求したい方を歓迎します。 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

堀部 秀二 教授 

 

１．主な研究内容について  

スポーツ医学・スポーツ整形外科 

 

２．主な共同研究先 

大阪労災病院、正風病院、大阪大学、久留米大学 

 

３．今まで指導した学位論文名 

  <博士論文> 

『基本健康検査結果を用いた血清 C-Reactive Protein値と生活習慣病の関連性についての疫学研究』 

『片脚ホップ着地直後の重心動揺軌跡解析による動的バランス計測についての研究』 

『ヨガは健康な中年成人の呼吸機能と身体機能にポジティブな影響を与える』 

  <修士論文> 

  『スポーツ選手の膝前十字靭帯再建術後の栄養調査』 

『膝前十字靭帯再建術周術期における血液生化学検査の推移』 

 

４． 主な論文 

・Horibe S & Uchida R ACL reconstruction using bone-patella tendon-bone-An overview 363-376 ACL Injury and Its Treatment 

Springer Japan KK edited by Ochi M, Shino K, Yasuda K & Kurosaka M, 2016 

・Uchida R, Nakamura N, Horibe S. Pathogenesis and treatment of patellar tendinopathy Muscle and Tendon Injuries 295-304 ISAKOS 

edited by Canata GK, d’Hooghe P, Hunt KJ, 2017 

・Kita K, Tanaka Y, Toritsuka Y, Amano H, Uchida R, Shiozaki Y, Horibe S. 3DCT Evaluation of Morphological Changes in the Femoral 

Tunnel after MPFL Reconstruction using Hamstring Tendon Graft for Recurrent Patellar Dislocation . American Journal of Sports 

Medicine.  451599-1607, 2017 

・Tanaka Y, Kita K, Takao R, Amano H, Uchida R, Shiozaki Y, Yonetani Y, Kinugasa K, Mae T, Horibe S. Chronicity of Anterior 

Cruciate Ligament Deficiency Part 1: Effects on the Tibiofemoral Relationship Before and Immediately After Anatomic ACL 

Reconstruction with Hamstring Grafts Orthop J Sports Med. 2018 Jan 22;6(1) 

・Yamamoto-Morimoto K, Shuji Horibe S, Takao R, Anami K. Positive effects of yoga on physical and respiratory functions in healthy 

inactive middle-aged people. International Journal of Yoga, 12:62-67, 2019 

・Amano H, Tanaka Y, Kita K, Tachibana Y, Yonetani Y, Mae T, Shiozaki Y, Horibe S. Enlargement of femoral tunnel aperture 

following anatomic rectangular tunnel anterior cruciate ligament reconstruction: A comparison between bone-patellar tendon-bone 

grafts and hamstring tendon grafts. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 27:461-470, 2019 

 

５．現在の指導している大学院生数 

D2：1名、D3：１名 M1: 1名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

スポーツ医学・スポーツ整形外科領域の研究に関して熱意のある大学院生を望む。 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

岩城 俊雄 准教授 

  

１．主な研究内容について 

生体成分の代謝動態解析について、生体内低分子化合物の一斉解析手法や遺伝子発現解析手法などを用いて詳細に解析にする

ことによって、食品に含まれているビタミン類や各種栄養成分の生理学的、栄養学的作用の有効性について理解を得るための研

究を進めている。また，脂質栄養に関して一価不飽和脂肪酸の動物細胞内での代謝動態を解析し，新規代謝経路の解明を目指し

ている． 

 

２．主な共同研究先 

なし 

 

３．今まで指導した学位論文名 

＜修士論文＞ 

H27:食品保蔵中におけるアスコルビン酸類の動態変化について 

H28:n-7系一価不飽和脂肪酸の代謝動態の解析 

H29:培養細胞における一価不飽和脂肪酸の代謝動態の解析 

 

４．主な論文 

・Iwaki, T.，et al.：Metabolic profiling of transgenic potato tubers expressing Arabidopsis Dehydration Response Element-Binding 

Protein 1A (DREB1A)，J. Agric. Food Chem.，61，893-900，2013. 

・Iwaki, T.，et al.：Inhibition of RuBisCO cloned from Thermosynechococcus vulcanus and expressed in Escherichia coli with 

compounds predicted by Molecular Operation Environment (MOE)，J. Biosci. Bioeng.，105，26-33，2008 

・Al-Taweel, K.，Iwaki, T.， et al.：A bacterial transgene for catalase protects translation of D1 protein during exposure of salt-

stressed tobacco leaves to strong light，Plant Physiol.，145，258-265，2007 

・Iwaki, T.，et al.：Expression of foreign type I ribulose-1,5-bisphosphate carboxylase/oxygenase (EC 4.1.1.39) stimulates photosynthesis 

in cyanobacterium Synechococcus PCC7942 cells.，Photosynthesis Res.，88，287-297，2006 

 

５．現在の指導している大学院生数 

   なし 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

生化学、分子生物学的な研究に興味を持って実験に取り組める方。 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

叶内 宏明 准教授 

 

１．主な研究内容について 

ビタミン B6の抗炎症および抗がん作用の研究 

ビタミン B6の生理学的重要性はよく理解されているが、抗炎症作用・抗がん作用などの新たは生理作用については未だ不明

な点が多い。ビタミン B6 によって発現量が変化する遺伝子に着目してビタミン B6 が細胞に及ぼす影響を細胞株および実験動

物を用いて分子レベルで解析する。 

発酵食品の健康増進効果の研究 

黒酢が抗ストレスたんぱく質の一つである熱ショックたんぱく質（HSP）70 を誘導することを明らかにしている。HSP70は

NF-kB を抑制して、過剰な炎症反応を抑制する。近年、局所で起こる慢性的な炎症は肥満、糖尿病や認知症に関係し、過剰な炎

症反応を抑制することはそれら疾患の予防につながると報告されている。黒酢中の有効成分の単離同定ならびに HSP70発現誘

導メカニズムを明らかにする。 

高齢者を対象とした栄養疫学研究 

鹿児島県垂水市で実施されている疫学研究に参加し、高齢者の健康とビタミンや食酢摂取量の関係を明らかにし、高齢者の健

康維持につながる食生活を提案する。 

 

２．主な共同研究先 

 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科、九州大学大学院農学研究院、九州保健福祉大学薬学部、鹿児島県立短期大学、垂水市、

大東カカオ株式会社、坂元醸造株式会社 

 

３．今まで指導した修士論文名 

 2019年度から赴任のため本学ではなし。 

 

４．主な論文 

・Kanouchi H, Majumder K, Shibata H, Mine Y. Lactobacillus pentosus S-PT84 and Rubus suavissimus leaf extract suppress 

lipopolysaccharide- induced gut permeability and egg allergen uptake. Food Production, Processing and Nutrition. 2:4,2020 

doi.org/10.1186/s43014-020-0018-z 

・Yoshida S, Mitani H, Kamata M, Ohtsuka A, Otomaru K, Obi T, Kanouchi H. Effect of dietary fermented mushroom bed on egg 

production in laying hens. Biosci Biotechnol Biochem. 81(11):2204-2208. 2017 

・Kanouchi H, Kakimoto T, Nakano H, Suzuki M, Nakai Y, Shiozaki K, et al. The Brewed Rice Vinegar Kurozu Increases HSPA1A 

Expression and Ameliorates Cognitive Dysfunction in Aged P8 Mice. PLoS One. 11, e0150796. 2016 

・Mantjoro EM, Toyota K, Kanouchi H, Kheradmand M, Niimura H, Kuwabara K, et al. Positive Association of Plasma Homocysteine 

Levels with Cardio-Ankle Vascular Index in a Prospective Study of Japanese Men from the General Population.  J Atheroscler 

Thromb. 23, 681-691. 2016 

 

５．現在の指導している大学院生数 

   M1：1名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

研究での失敗を恐れずになんでもチャレンジする気持ちを持っている学生。 

料理が好きな学生。 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

木下 明美 准教授 

 

１．主な研究内容について 

機能性食品に着目している。超高齢社会では、様々な疾病が増加することが予想される。これを食品で予防あるいは緩和でき

るのでは無いかと考えている。主に食品成分が生体に及ぼす影響について研究を進めている。 

 

２．主な共同研究先 

なし 

 

３．今まで指導した修士論文名 

なし 

 

４．主な論文 

・木下明美，堀江 登: トロンビンに対する緑茶カテキン類の阻害作用, 日本血栓止血学会誌, , 4(6), 417-422, 1993 

・Akemi Kinoshita, Kohei Yamamoto, Miyatani Shuichi, Akira Shibahara: Gas chromatographic determination of γ- linolenic acid 

content in individual seeds of evening primrose, Oenothera biennis, Journal of Rehabilitation and Health Sciences, 2, 11-13, 2004 

・Akemi Kinoshita, Kohei Yamamoto, Shuichi Miyatani, Akira Shibahara: Determining erucic acid content in individual seeds of rape, 

Brassica napus, by gas chromatography, Japanese Journal of Food Chemistry, 11(3), 158-162, 2004 

・Akemi Kinoshita, Kouhei Yamamoto, Akira Shibahara: Quick and easy quantification of petroselinic acid in parsley seed lipids by 

mass chromatography using dimethyl disulfide adducts, Journal of Rehabilitation and Health Sciences, 3, 17-20, 2005 

・川手美穂, 木下明美, 品川英朗, 山野眞利子: 中程度LEDブルーライト照射によるマウス網膜の変性について, Journal of Life  

Science Research, 印刷中 

 

５．現在の指導している大学院生数 

なし 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

自ら積極的に研究に取り組める学生 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

 桒原 晶子 准教授 

 

１．主な研究内容について 

様々な栄養素がヒトの健康の維持・増進を図る上で、重要な働きを有することは基礎研究などから明らかにされていますが、

それら栄養素がヒトにとってどれぐらい必要なのかについては、まだ十分に明らかにはされていません。当研究室では、疾患予

防のために必要な脂溶性ビタミンの摂取量の算定に寄与できるような研究を目指します。そのために、ヒトを対象に各脂溶性ビ

タミンの生体指標と疾患との関係を検討し、また、その生体指標を保つために必要となる摂取量についての研究を行います。こ

れ以外にも、疾患リスク等を予測できるような、簡易的な指標の探索なども行っていきたいと考えています。 

 

２．主な共同研究先 

 大阪樟蔭女子大学、静岡県立大学、神戸学院大学など。 

 

３．今まで指導した修士論文名 

 なし 

 

４．主な論文 

・Kuwabara A*, Nagae A, Kitagawa M, Tozawa K, Kumode M, Tanaka K. Nutritional therapy with vitamin K1 is effective in the 

improvement of vitamin K status and bone turnover markers in patients with severe motor and intellectual disabilities. J Nutr Sci 

Vitaminol (Tokyo) in press. 

・Kuwabara A*, Tsugawa N, Mizuno K, Ogasawara H, Watanabe Y, Tanaka K. A simple questionnaire for the prediction of vitamin D 

deficiency in Japanese adults (Vitaimn D Deficiency questionnaire for Japanese: VDDQ-J). J Bone Miner Metab. 2019 vol. 37, pp. 

854-63, 

・Kuwabara A*, Tsugawa N, Kondo H, Ao M, Fujiwara H, Hosokawa N, Matsumoto S, Tanaka K, Nakano T. Associations between 

serum 25-hydroxyvitamin D3 level and skeletal muscle mass and lower limb muscle strength in Japanese middle-aged subjects. 

Osteoporosis and Sarcopenia. 2017 vol. 3, pp. 53-8. 

・Kuwabara A,* Tsugawa N, Tanaka K, Uejima Y, Ogawa J, Otao N, Yamada N, Masaki T, Nishigori C, Moriwaki S, Okano T. High 

prevalence of vitamin D deficiency in patients with xeroderma pigmetosum (XP)-  A under strict sun -protection. Eur J Clin Nutr. 2015 

vol. 69, pp.693-6 

・Kuwabara A*, Nakade M, Tamai H, Tsuboyama-Kasaoka N, Tanaka K. The association with vitamin E intake and hypertension: Results 

from the re-analysis of the National Health and Nutrition Survey. J Nutr Sci Vitaminol (Tokyo). 2014 vol. 60, pp. 239-45 

・Yoh K, Kuwabara A*, Tanaka K. Detective value of historical height loss and current height/knee height ratio for prevalent vertebral 

fracture in Japanese postmenopausal women. J Bone Miner Metab. 2014 vol. 32, pp. 533-8 

 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M2：1名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

 ヒトを対象とした研究に興味をもち、研究成果を社会に還元したいという熱意を持つ方を希望します。社会人については、フ

ィールドをお持ちの方が望ましいです。 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

高尾 理樹夫 准教授 

 

１．主な研究内容について 

アスリートの整形外科手術後の栄養管理に関する研究を行っています．膝前十字靭帯損傷等，スポーツ現場からの長期離脱を

余儀なくされたアスリートを対象に、スポーツ整形外科医との連携により、術後の食事摂取量、エネルギー消費量、身体組成変化

等を経時的に調査し、その関連性について検討を行い、競技への早期復帰に貢献する栄養学的なエビデンスを蓄積しています。 

 

２．主な共同研究先 

 大阪大学，大阪労災病院，正風病院 

 

３．今まで指導した修士論文名 

 なし 

 

４．主な論文 

・Uchida R, Shiozaki Y, Tanaka Y, Kita K, Amano H, Kanamoto T,  Mae T, Tachibana Y,  Takao R, Horibe S. Relationship between 

bone plug position and morphological changes of tunnel aperture in anatomic rectangular tunnel ACL reconstruction. Knee Surg 

Sports Traumatol Arthrosc 27 : 2417-2425, 2019 

  ・Morimoto K, Horibe S, Takao R and Anami K. Positive effects of yoga on physical and respiratory functions in healthy inactive 

middle-aged people. Int J Yoga 12:62-67, 2019 

・Tanaka Y, Kita K, Takao R, Amano H, Uchida R, Shiozaki Y，Yonetani Y， Kinugasa K, Mae T and Horibe S. Chronicity of 

anterior cruciate ligament deficiency, Part 2: Radiographic predictors of early graft failure.  Orthop J Sports Med 6 (2) : 1-11,2018 

・Tanaka Y, Kita K, Takao R, Amano H, Uchida R, Shiozaki Y，Yonetani Y， Kinugasa K, Mae T and Horibe S. Chronicity of 

anterior cruciate ligament deficiency, Part 1: Effects on the tibiofemoral relationship before and immediately after anatomic ACL 

reconstruction sith autologous hamstring grafts. Orthop J Sports Med 6 (1) : 1-12,2018 

・Kita K, Tanaka Y, Toritsuka Y, Amano H, Uchida R, Shiozaki Y, Takao R, Horibe S . 3D computed tomography evaluation of 

morphological changes in the femoral tunnel after medial patellofemoral ligament reconstruction with hamstring tendon graft for 

recurrent patellar dislocation. Am J Sports Med 43: 2988-2966, 2017 

 

 

５．現在の指導している大学院生数 

なし 

 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

 スポーツ界への貢献に熱意を持ち、現場で実際に役立つ研究に取り組んでくれる院生を希望します。 
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■総合リハビリテーション学研究科 生活機能・社会参加支援系領域 

矢澤 彩香 准教授 

 

１．主な研究内容について 

少子高齢化が進展する我が国において、生活習慣病の予防、社会生活を営むために必要な機能の維持・向上をはかることは、健

康寿命延伸の観点から重要です。しかし、ライフステージやライフスタイルなどにより健康に関する問題や課題は異なり、一様

ではありません。健康の維持・増進のための方法も、ライフステージやライフスタイルなどにより変わってきます。そのため、こ

れらに応じた健康の維持・増進を図るための具体的な方法について研究を行っています。現在は、大学生の食生活や身体組成、歯

周病と食生活の関連性、地域住民の栄養・食生活の改善，災害時の栄養などについて研究を進めています。 

 

２．主な共同研究先 

武庫川女子大学 

 

３．今まで指導した学位論文名 

  <博士論文> 

『地域の健康教室に参加した中高齢女性の特性と体重管理の目標に関する研究』 

<修士論文> 

『中国人留学生の食生活および健康状態の実態に関する研究』 

 

４．主な論文 

・Ayaka Yazawa，Kanji Watanabe，Ayako Saruwatari，Masahide Imaki：Relationship between extremity muscle mass and physical 

fitness in obese middle-aged elderly women Japanese Bulletin of Health，Fitness and Nutrtion，11(2)，3-9，2006 

・Chikako Yasui, Yukiko Ogawa, Yukie Yoshida, Ayaka Yazawa：A study of the usefulness of body weight training programs for 

middle-aged and older women. Japanese Journal of Health, Fitness and Nutrition, 18(1), 12-19, 2014 

・Ayaka Yazawa, Miki Maetani, Ayumi Takemura, and Shigeki Kamitani: Association between the Porphyromonas gingivalis fimA type 

II genotype and the nutritional intake of elderly women. Journal of Life Science Research, 15, 1-7, 2018 

・Ayaka Yazawa, Yuko Okuno, Sakiko Asao, Miki Maetani, Hideo Shinagawa, Hiroki Kawase, Machiko Yoshioka, Shigeki Kamitani: 

Distribution of periodontal pathogens and lifestyle habits of Japanese mothers and their children. Int J Anal Bio -Sci, 7(3), 49-58, 

2019 

・Ayaka Yazawa, Shigeki Kamitani, Naoyuki Togawa: Method for absolute quantification of microbial communities by using both 

microarrays and competitive PCR. Journal of Microbiological Methods, 165, 1-7, 2019 

 

５．現在の指導している大学院生数 

  M1：1名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

何事にも、積極的に一生懸命取り組める方を希望します。 
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■総合リハビリテーション学研究科 栄養支援系領域 

 川上 由紀子 講師 

 

１．主な研究内容について 

管理栄養士の役割や業務は多岐にわたり、奥深くやりがいのある専門職です。その専門的な立場から食環境や食生活など食物

を取り巻く課題に関する研究を行っています。給食管理では、安全で美味しい食事の提供にとどまらず、疾病治癒や生活習慣病

予防に貢献できる高度な栄養管理と効率的な運用が求められています。そこで、大量調理における品質管理を目的とした基礎実

験をする予定です。また、高齢化の 2025年問題に向けて、対象者の目的や特性に応じた栄養アセスメントに関する研究を予定し

ています。 

 

２．主な共同研究先 

 千里金蘭大学 

 

３．今まで指導した修士論文名 

 なし 

 

４．主な論文 

・Kawakami Y, Ogasawara I, Yonetani Y, Takao R, Mae T, Nakata K, Horibe S: Difference in dynamic body balance between forward 

and lateral single- leg hop landing, The Kurume Medical Journal, 1-6, 2017 

・Kawakami Y, Yonetani Y, Takao R, Ogasawara I, Mae T, Nakata K, Horibe S: Reproducibility of Dynamic Body Balance Measurement 

by Center of Foot Pressure Analysis Immediately after Single- leg Hop Landing, The Kurume Medical Journal, 41-46, 2015 

・川上由紀子,高尾理樹夫,小笠原一生,米谷泰一,中田研,堀部秀二：片脚ホップ着地時の動的バランス-足圧中心軌跡長の検討-，日

本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会雑誌，870-873，2015 

・高尾理樹夫,田中美成,北圭介,天野大,金本隆司,北口拓也,佐藤のぞみ,竹下真弥,川上由紀子,堀部秀二：ACL 再建術後の身体組成変

化，日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会雑誌，792-796，2015 

 

５．現在の指導している大学院生数 

M1：1名 

 

６．どのような大学院生の受け入れを希望するか？ 

食や栄養に興味があり、自ら積極的に研究に取り組むことができる人を希望します。 
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◇奨学金制度 

 

学力や経済力に応じて各種奨学金制度を利用することができます。 

1. 日本学生支援機構奨学金：最も多くの方が利用している奨学金制度です。すべて貸与による奨学金で、修了後返還が必要です。

無利息の第一種奨学金と、有利息の第二種奨学金があります。 

本学では毎年申し込みの受付を行っています。 

2. 民間団体の奨学金：民間の奨学団体などが本学に奨学生の推薦を求めてくるものです。 

3. 地方公共団体の奨学金：一部の地方公共団体では、その地方公共団体にお住まいの方や保護者がお住まいの方を対象に奨学金制

度を設けている場合があります。 

4. 特別研究奨励金：博士後期課程入学後３年以内の学生に奨励金を支給する制度です。 

 

◇長期履修制度 

 

 職業を有している、あるいは育児・長期介護等の事情により、標準修業年限（博士前期課程２年・博士後期課程３年）での教育課

程の履修が困難な学生を対象として、標準修業年限を超えて計画的に履修し（博士前期課程：授業料２年間分で修業年限３年または

4年、博士後期課程：授業料３年間分で修業年限４～６年で年単位）、教育課程を修了することにより、学位を取得することができ

る制度です。 

 

 

◇交通アクセス 

 

 

公立大学法人大阪 大阪府立大学大学院 総合リハビリテーション学研究科 

〒583-8555 大阪府羽曳野市はびきの 3丁目 7番 30号 

TEL 072-950-2111（代）  FAX 072-950-2131 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


